
ー

解
韓
時
に
hv
け
る
四
大
財
閥
の

資
本
支
配
の
賓
鶴
に
つ
い
て

ー耕
4
4
4糊
『
日
・
本
財
閥
と
ぞ
の
解
鰹
』
に
き
て

l

立

λ 

長官

E量

大

(

一

)

tま

し

が

き

昭
和
二
軍
年
一
二
月
、
持
株
市
聞
社
整
理
委
員
食
か
ら
謹
刊
さ
れ
た
『
白

木
財
閥
と
そ
の
解
盟

l
i資
料
1

1
』
は
わ
が
圏
に
お
け
る
最
初
に
し
℃

恐
ら
ぐ
は
最
後
の
、
国
家
機
聞
に
よ
っ
て
公
け
に
接
表
さ
れ
た
画
期
的
な

財
閥
資
料
で
あ
る
。

由
旅
わ
が
閣
に
お
け
る
財
閥
研
究
の
過
表
お
よ
び
現
在
を
間
み
て
毛
、

民
間
人
の
手
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
興
味
深
い
財
閥
受
料
ば
惨
な
か
ら
ず

散
見
し
得
る
け
れ
ど
も
、
園
家
機
関
に
よ
っ
て
公
け
に
滋
表
さ
れ
た
財
閥

資
料
な
る
も
の
は
絶
え
て
見
る
と
と
が
出
家
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
靴
以
前

の
ア
メ

H
カ
に
お
い
て
ル

1
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
=
ュ
l
・
デ
イ
1
ル
政

策
が
ー
一
丸
一
一
一
七
年
下
今
期
の
景
気
後
退
に
よ
っ
て
鰯
壌
に
顕
し
た
時
、
ア

解
控
時
に
お
け
る
四
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
貿
態
に
ロ
い
で

J
F
V
カ
館
関
構
造
の
基
木
的
疾
病
の
一
つ
と
し
て
粧
湾
カ
の
私
的
集
中
の

問
題
、
が
鋭
い
批
判
の
劃
象
と
佐
り
、
犬
統
領
の
特
別
教
警
に
よ
っ
て
臨
時

金
闘
程
画
調
査
嬰
員
合

3
3匂
2
3
5音
色
F
o
g
g
wの
g
g
s

立
神
宮
〉
が
設
置
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
謂
占
資
本
mu
資
閣
に
闘
ナ
る
公
聴
曾
記

録
な
ら
び
に
調
査
報
告
警
が
怒
大
な
畳
に
及
ん
だ
如
ぎ
は
嘗
っ
て
わ
が
閣

に
は
見
ら
れ
な
い
事
例
で
あ
っ
た
。

と
の
こ
と
は
日
木
奏
中
小
主
震
が
そ
の
成
立
際
件
に
お
け
る
後
進
性
王
設

展
滋
穆
そ
の
も
の
に
内
在
ゐ
た
矛
盾
の
極
端
な
瀬
縫
の
上
に
自
己
を
急
速

に
渡
良
さ
せ
る
た
め
-
に
、
園
家
権
カ
公
然
に
笠
岡
)
と
財
問
主
の
結
合
を

閉
治
維
新
成
立
の
間
初
か
ら
必
然
的
に
要
請
し
、
と
れ
ら
商
品
唱
は
下
か
ら

の
民
主
々
義
的
勢
カ
の
箆
頭
に
劃
し
て
は
常
に
一
致
し
た
利
害
の
上
に
立

っ
て
之
を
抑
墜
し
、
か
〈
し
一
て
同
じ
姿
本
主
義
的
基
盤
に
あ
っ
た
と
は
い

え
、
民
主
h

義
の
洗
聴
か
}
受
け
な
か
っ
た
日
本
経
済
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う

に
自
己
に
内
在
す
る
矛
盾
そ
臼
ら
の
苧
で
摘
毘
ず
る
徐
硲
等
ば
持
ち
合
せ

て
い
な
か
っ
た
事
情
一
に
よ
る
と
謂
う
こ
と
が
出
来
る
で
怠
ろ
う
。
従
つ
℃

わ
が
闘
に
お
け
る
財
閥
の
研
究
調
査
に
は
未
だ
そ
の
曲
目
一
誌
を
傭
う
る
に
え

る
何
等
め
綜
合
的
成
果
を
も
吾
A

は
持
ち
合
せ
て
い
な
い
震
情
だ
っ
た
φ

で
あ
る
。

太
平
洋
験
争
の
終
結
は
と
の
事
情
を
一
一
捷
さ
せ
た
。
周
知
の
如
く
昭
和

二
O
年
九
月
二

O
目
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
よ
っ
て
裂
表
さ
れ
た
、

円
降
伏
後
に
お
け
る
初
期
の
針
目
方
針
』
は
嘗
っ
て
軍
関
と
財
閥
の
ご
震

の
重
陣
陛
下
に
あ
り
た
日
本
の
政
治
機
構
軒
な
ら
び
に
経
済
制
度
の
再
編
成

ρ

方
向
を
一
目
し
た
歴
史
的
文
撃
で
あ
り
た
。
斡
に
経
跨
制
度
一
持
編
成
②
前
段

一四一一一



脚
榊
燈
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
餐
本
文
郎
の
賛
態
に
つ
い
て

山町如}表

一
一
一
弁
一
一
家
所
有
一
一
一
井
本
社
株
式

昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
日
現
在
(
持
込
額
は
単
位
闘
)

井

族

一

き

偽

名

儀

一

個

人

名

儀

一

合

計

一

軒

-

」

「

一

株

一

松

一

一

主

丘

一
蓄
株
一
士
一
一
、
一
二
八
一
]
一
、
一
一
会
口
一
完
回
、
五
一
会
中

総
領
家
一
新
株
一
四
否
、
八
一
一
一
三
一
一
一
、
u

一
色
。
一
問
中
八
七
、
一
Z

一一↑

一

計

一

一

、

豆

七

、

2
0一
回
、
否
。
一
一
、
呉
一
、
六
五
口
一
一
同

一
挽
込
額
一
六
一
、
2
2

一4
0
0一
一
室
、
き
o
一
さ
、
問
。
問
、
8
0一

i
l
i
-
-
J
l
i
l
-
-卜
lト
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ト

l
i
l
i
-
-ー
い
|
1
1
I
l
i
-
-
i
l
L
I
l
-
-

一

一

蒼

包

囲

夫

、

一

。

ι

一
、
ロ
一
吉
一
四
九
七
、
四
五
九
一

一
平
均
一
新
株
一
三
一
三
回
一
去
、
一
、
芸
旦
一
一
塁
、
七
六
六
一

ニ
家
分
一
計
一
七
え
、
笠
置
↓
一
、
古
口
一
室
一
、
宝
民
主
)

家
一
一
塁
額
一
一
三
一
ベ
入
国
士
山
、
一
吉
二
一
o
d一五、口出国一

一
一
審
株
一
一
一
、
四
人
口
、
蚤
旦
問
、
七
五
口
一
一
一
、
開
会
、
-
一
査

一
一
新
株
一
一
、
一
六
一
一
、
D
A
Z

六、主
C

一

}
1

一
交
、
ろ
三

一
主
家
分
一
計
一
一
一
一
、
否
一
、
さ
呈
=
一
、
き
口
一
↓
品
、
室
内
、
一
一
一
匹
一
一
九
一
六

一
一
持
込
額
一
一
室
、
o
克、
2

一一昼五宗、一一
E
C
一
室
、
出
会
、
問
主
一

一
一
糞
株
一
一
交
、
一
一
呉
一
克
己
一
一
交
、
苔
宗
一

一
平
均
一
新
株
一
夫
、
八
五
百
一
色
一
f

克、]一口九一

こ
家
分
一
計
一
日
一
塁
、
口
重
支
O
一
-
一
塁
、
λ

昌
一
(
ヨ

ミ
一
一
挽
込
一
線
一
一
口
、
支
ェ
、
宗
五
一
完
、
ニ
E

旦
一
口
、
陪
二
一
、
。
一
五
一

i

l

i

-

-

l

l

j

 

i

吾
株
一
八
四
一
、
-
一
一
一
ん
一
一
、
室
。
一
言
一
、
一
支
一

雲
水
分
一
新
生
妻
、
。
主
一
、
喜
一
塁
、
章
一

~ 

翁〈ら

本主主

. 

一
四
四

出
閣
と
し
て
『
日
本
の
商
工
業
の
大
部
分
を
支
臨
し
来
り
た
る
建
築
上
お
よ

び
金
融
上
の
大
コ
ム
ピ
ネ
1
シ
ョ
ン
の
解
盟
ケ
即
ち
財
閥
解
躍
の
措
置
が

一
方
に
お
け
る
極
東
軍
事
裁
判
の
戦
氾
人
慮
刑
と
相
並
ん
で
進
め
ら
れ
た

の
で
る
る
、

日
本
財
関
解
慢
の
直
接
の
衡
に
治
っ
た
持
機
食
泣
盛
理
委
員
舎
は
昭
和

一
一
一
年
人
月
そ
の
業
務
を
開
始
し
て
以
来
日
ケ
年
間
に
亙
っ
て
蒐
集
し
得

た
貴
重
な
養
料
を
一
巻
に
ま
と
め
て
裂
一
決
し
た
。
そ
れ
が
先
に
掲
げ
た

『
日
本
財
閥
と
そ
の
解
盤

l
l安
料
|
|
』
な
の
で
あ
る
。

木
警
は
B
5
版
百
九
回
頁
に
よ
る
大
般
の
統
計
警
で
怠
つ
℃
、
そ
の
主

た
る
内
容
を
な
す
も
の
は
こ
〉
財
閥
家
族
指
定
遜
総
覧
、
公
一
〉
昭
和
一
二

年
九
月
乃
笠
昭
和
二
二
信
九
月
の
聞
に
前
後
五
火
に
亙
っ
て
持
株
曾
此
と

し
て
指
定
を
受
け
た
八
一
二
此
を
網
羅
す
る
持
株
省
批
締
語
、

3
0温
度
経

済
カ
集
中
俳
除
法
に
よ
っ
芝
、
昭
和
二
一
一
一
年
=
月
入
日
お
よ
び
同
月
一
一
一
一

日
の
前
後
二
夫
に
亙
り
指
定
さ
れ
た
二
一
二
混
枇
に
上
る
指
定
企
業
者
総

白
盟
、
(
阻
〉
乃
至
ハ
入
)
堅
一
一
井
、
一
)
一
変
、
住
友
、
安
田
の
四
大
財
閥
お
よ
び
そ

の
他
別
の
抱
定
時
現
在
に
な
げ
る
公
債
‘
批
位
、
授
受
信
託
受
益
権
、
組
合

持
分
お
よ
び
株
式
C
各
保
有
高
表
、
ハ
九
)
各
持
株
禽
批
、
指
定
者
の
山
市
償
費

然
保
有
高
表
、
(
一

O
U乃
弔
一
六
一
一
)
に
昭
和
ニ
一
年
勅
令
第
五
六
七
時
叫
『
曾

祉
の
謹
務
保
有
制
限
等
に
関
ナ
る
件
』
に
よ
る
指
定
曾
批
、
結
属
禽
位
、
関

係
曾
批
中
国
大
財
閥
系
曾
匙
の
系
統
刈
株
式
保
有
高
表
お
よ
び
系
統
別
各

社
の
株
式
保
有
世
間
表
、
三
一
一
)
乃
至
(
一
一
出
〉
に
一
}
一
井
、
一
-
一
菱
、
住
友
、
安
田

鮪
川
、
高
野
、
古
河
、
大
倉
、
中
島
、
野
村
の
一

O
財
閥
の
系
統
別
持
機
曾

泣
の
傘
下
倉
一
位
株
式
保
有
紙
調
明
細
表
、
系
統
別
各
持
株
曾
枇
の
傘
下
曾



一
計
一
コ
一
一
一
一
晶
、
昌
一
塁
一
草
、
九
0
0
一
一
、
一
一
完
、
一
一
量
三
-
一

一
梯
あ
額
一
一
三
、
丸
一
三
、
λ

↓
一
耳
二
呉
、
一
一
豆
昌
一
一
、
c
吾
、
口
率
一

奮
株
一
官
、
一
一
三
一
、
九
九
。
一
一
一
、

D
B一
回
、
弓
一
回
、
き
一
一

新
株
一
一
一
、
C

三、
0

5

一
一
一
、
o
c
o
-
-
一
、
C
E
一一一、
2

0

一
一

計
一
問
、
三
五
、
g
o
一
一
一
ュ
、
8

0

一
宍
歪
七
、
0
0
0

ムコ一

ほ
日
向
日
H
H日
h
臼
は
「
一

門
備
考
〕
大
蔵
省
調
の
数
字
を
委
員
令
合
内
安
料
に
よ
っ
て
調
整
作
政

L
た
a

胡
訓
「
資
料
」
一
一
一
叉
、
お
よ
び
一
一
一
四
四
頁
む
三
井
本
祉

に
讃
ず
る
家
族
投
交
の
数
字
に
は
二
千
株
の
差
蓬
が
あ
る
の
で

官
官
資
料
に
よ
っ
た
。

昔十

総駐
日
市
種
別
沸
込
資
本
金
調
お
よ
び
系
統
別
傘
下
禽
ム
紅
茶
種
別
扱
込
資
木
金

調
、
と
い
う
一
四
項
目
に
亙
る
統
計
数
字
で
あ
り
、
加
之
、
持
株
曾
枇
姿

霞
一
食
の
財
閥
解
憧
業
務
よ
の
轄
統
計
そ
の
他
が
附
記
せ
ら
れ
、
品
也
宋
に
は

『
日
木
対
関
と
ぞ
の
解
睦
』
に
闘
す
る
文
献
目
録
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

以
下
本
寸
資
料
斗
の
紹
介
そ
粂
ね
て
、
終
験
時
乃
至
は
指
定
時
に
お
け

る
回
大
財
閉
め
資
木
規
模
お
よ
び
受
本
支
配
構
造
mw
質
態
を
窺
っ
て
見
た

い
と
思
う
。

(

-

一

)

井

開

財

ゴ
一
井
財
問
ば
三
弁
木
位
を
頂
期
と
し
、
そ
の
下
に
直
系
特
よ
び
準
一
旦
系

舎
批
判
一
位
置
し
、
更
に
こ
れ
ら
の
誼
系
、
曲
中
直
系
曾
匙
が
)
}
通
じ
て
多
数
の

制
附
程
時
に
お
け
る
図
式
財
閥
の
資
本
文
臨
の
賛
慈
に
つ
い
て

孫
舎
止
、
設
資
曾
枇
か
パ
)
擁
し
て
一
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
安
本
支
田
を
行
り
て

い
た
日
本
に
お
け
る
最
大
の
財
閥
で
る
る
。
併
し
な
が
ら
、
と
の
ピ
ラ
ミ

岬
ノ
ド
の
民
賠
に
立
り
て
い
た
一
一
一
井
本
一
叫
が
三
井
財
閥
の
木
盟
で
は
な
い
の

で
忘
る
@
そ
の
木
控
除
即
ち
三
井
同
族
で
あ
ワ
て
、
一
一
一
井
本
社
お
よ
び
そ

の
傘
下
食
祉
は
す
べ
て
こ
の
一
一
一
井
同
族
の
利
盆
の
た
あ
に
存
在
し
た
も
の

で
忘
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
つ
℃
コ
一
井
財
閥
仰
の
笠
木
支
問
の

質
強
を
調
べ
る
場
合
に
は
先
づ
二
一
井
同
族
の
一
一
一
弁
本
此
に
捌
叫
す
る
交
回
カ

か
ら
見
な
く
て
は
な
ち
な
い
の
明
に
あ
る
。

終
戦
時
に
お
け
る
一
三
井
本
は
ハ
公
様
交
本
金
五

0
0
百
世
間
関
、
描
押
込
資

本
金
問
O
O
百
世
時
間
、
線
株
数
一

O
百
官
円
株
)
に
罰
す
る
三
井
同
族
の
一
出

資
伏
践
を
一
}
一
弁
家
憲
に
よ
り
て
規
定
さ
れ
た
総
領
家
ハ
高
公
)
、
木
家
ハ
高

官
民
高
掛
也
、
高
大
、
高
陽
、
高
修
)
、
・
お
よ
び
漣
家
(
高
周
、
高
篤
、
高
設
、

高
笠
、
高
先
V

に
分
け
て
表
示
す
れ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

部
ち
一
一
家
共
有
名
儀
で
所
有
す
る
も
の
1
|
!
個
人
名
儀
以
外
の
共
有

名
儀
の
同
線
財
産
の
持
分
は
三
井
家
憲
第
二
八
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
資

額
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
鱒
領
家
が
百
分
の
ご
一
一
一
、
木
家
が
各
百
分
の
一
一
・

宏
、
連
家
が
各
百
分
竺
コ
・
九
を
持
つ
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
第

一
表
の
共
有
名
儀
分
も
と
の
割
合
で
各
家
に
割
嘗
て
ら
れ
℃
い
る
の
で
あ

る
ー
ー
は
新
警
合
ぜ
て
六
、
一
三
一
五
千
株
、
と
の
鞠
込
額
は
二
六
六
、
三
一

四
、
七
回
入
園
、
個
人
名
義
の
も
の
は
新
糧
問
合
せ
て
二
二
千
株
、
と
の
扱

込
額
八
二
百
千
園
、
合
計
持
株
総
数
は
六
、
二
一
五
七
千
株
で
、
一
一
一
井
本
一
位

獲
行
組
株
数
。
六
一
-
一
%
に
皆
同
っ
て
い
た
。
一
一
一
北
山
本
社
、
が
三
井
財
闘
の
中
心

的
存
在
で
ふ
め
っ
た
以
上
、
と
の
一
一
家
が
そ
の
結
封
遁
字
数
を
所
有
す
る

四
ヨ王
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井

靴

底

一
一
一
井
銭
山
川
新
)

'
帝
国
銀
行
(
奮
)

河

(

第

一

新

)

一

一

一

井

信

託

一

一

一

弁

生

命

三
井
化
皐
ハ
糧
問
U

同

門

新

〉

一
一
一
井
精
機
(
嘗
U

問

(

持

制

)

三
井
治
期
円
程
百
)

向

(

新

U

一
一
一
井
不
動
産

一

一

一

井

農

林

来
京
芝
浦
電
気
(
奮
)

同

(

新

)

化

訴

生

薬

来

京

ゴ

ル
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一0
.
0
D
D
、(〕口口

一〔)、
D
D
{
〕、{〕
C
D

E

、{
)
q
o
、{〕
C
C

耳、(〕{)(]、ロロ()

一一号、一一品()、
O
D
D

百七、
C
D
旦

百一一一五、車
D
D

《口口、(〕(〕(]

七五、
o
o
c

一一四六

の
は
ι
日
同
然
で
・
あ
る
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
一
一
一
井
本
社
株
は
d

こ
の
外
に
一
コ
弁

会
命
に
よ
り
入
一
、
一
1
0
0株
、
日
木
製
粉
に
よ
り
四
千
株
、
大
豆
海
上

火
災
に
よ
り
一
、
一
九
四

O
棟
が
所
右
さ
れ
て
お
り
、
爾
品
閣
は
す
べ
て
一
般

に
寸
公
開
さ
れ
て
い
わ
一
。
即
ち
醤
三
井
合
名
が
一
一
一
弁
物
震
に
そ
の
資
産
を
段

取
さ
ぜ
て
解
消
し
た
の
が
昭
和
一
百
年
入
月
、
ぞ
れ
か
ら
二
千
訟
の
昭
和

一
七
年
一
一
月
に
は
一
一
一
井
一
一
家
所
有
の
三
井
物
謹
株
約
一
、

E
O
O千

株
(
総
株
数
六
百
蔦
株
〉
を
一
一
一
井
関
係
曾
批
従
業
員
と
一
}
一
井
物
産
取
引
先

等
の
縁
故
寝
に
分
譲
し
た
が
、
更
に
そ
の
一
二
弁
物
震
が
昭
和
一
九
年
三
月

そ
の
持
株
の
大
部
分
を
持
っ
た
ま
L
新
た
に
会
求
金
一
ニ

O
O百
寓
国
の
三

弁
木
社
と
な
っ
た
の
で
、
前
述
の
一
公
開
掠
が
存
し
て
い
た
詔
で
る
る
。
そ

の
後
昭
和
ご

O
年
四
月
読
荒
木
金
二

Q
O官
寓
園
を
檎
貸
し
、
公
務
資
木
金

主
0
0百
高
圏
、
州
抑
込
資
本
金
問

0
0百
高
固
と
な
っ
た
。

な
お
、
共
有
分
、
個
人
一
肋
有
分
を
併
せ
て
右
三
井
本
社
株
の
温
命
数
た
る

六
、
一
}
一
五
百
4
h
椋
の
内
、
総
領
家
の
八
げ
は
一
、
四
六
一
、
六
百
一
一
抹
m
梯
込
金

六
一
、
四

O
回
二
九
二
間
)
で
、
一
}
一
井
木
批
夜
行
総
株
数
の
一
四
%
に
特
回
、

っ
て
い
た
。
木
家
の
主
家
分
は
一
二
、
六
笠
四
、
一
一
一
一

O
株
〈
勢
、
込
金
一
五
=
一
、

主

}
O
、
四
八

O
図
〉
で
、
渡
行
組
株
数
の
三
六
%
(
但
L
こ
れ
を
一
家
分

に
割
る
と
一
ん
氷
山
町
出
P
七
%
)
、
達
家
の
玄
家
分
怜
一
、
一
一
一
}
一
九
、
一
二
五
株

門
挽
込
合
一
丸
二
、
O
六
O
、
O
七
六
国
)
で
鶴
株
数
の
一
一
一
%
ハ
但
し
と
れ

を
ま
家
分
に
割
る
と
一
家
営
日
一
一
、

μ〉
に
時
国
っ
て
い
た
、
即
ち
三
井
一
一

家
全
盟
主
-
一
井
木
批
株
の
六
一
一
一
え
を
民
有
し
て
い
た
が
、
一
総
領
家
で
一
四

%
、
本
家
で
一
家
蛍
り
七
%
〔
七
一
一
一

o、
八
三
六
株
、

2
0
、七

O
一一、。

九
六
闘
U

、
道
家
で
同
じ
〈
一
一
%
ハ
一
一
四
七
、
八
回
一
ニ
株
、
一

O
、
四
二
一
、
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一
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コ
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コ
コ
一
三
コ
、
コ
コ
コ
一

一
程
ヶ
谷
コ
ル
ア
一

F

一
c
c
c
・c
一

E
C
C
C
C
一

一
関
民
新
聞
批
〈
蓄
)
一
一
八
口
一
吉
・
0

一

九

、

g
o一

一

同

優

先

株

一

一

一

0

2

Z

0

・0
一

一

口

、
D
D
O
一

一

引

1
1
1

入、七

EEl--一一一一さ一、

2

〔
註
〕
以
上
の
株
式
の
内
定
記
分
は
帝
図
銀
行
来
京
支
出
伯
に
抽
出
ナ
る
借

入
金
九
一
、
七

0
0
、
0
0
0
聞
の
携
保
と
し
て
差
入
れ
て
い
た
。

株

数

抑

込

総

額

一
、
王
国
五
、

0
0
0
株
七
七
二
一
一
且

O
、
0
0
0
周

一
六

O
、
0
0
0
株

四

、

0
0
0
、
0
0
0国

八
一
二
一
五

O
、
0
0
0
周

三
井
本
一
位
奮
株

三
井
化
血
中
新
株

計

〔
備
考
〕
大
獄
省
調

O
一
五
回
)
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
一
一
井
家
族
の
共
有
株
式
の
挽
込
糠
舗
は

上
記
二
一
井
木
位
分
を
合
あ
て
三
六
一
一
、
九
六
六
、
入

E
O固
で
あ
っ
て
、
そ

の
銘
柄
を
示
せ
ば
第
ご
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

一
一
一
井
財
閥
は
昭
和
ご

O
年
九
月
末
現
在
に
お
い
て
、
株
式
食
批
一
一
一
弁
本

祉
を
中
心
に
直
系
一

O
位
、
準
宣
系
一
一
一
ぺ
匹
、
と
れ
に
諒
曾
位
、
投
資
曾

祉
を
加
え
て
一
一
広
一
位
よ
り
成
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
業
種
別
に
見
る
と
第

三
表
の
如
〈
、
金
融
業
以
下
一
四
業
種
に
お
よ
び
殆
ん
ど
全
産
業
部
門
を

網
し
て
い
る
。
而
か
も
そ
の
会
稽
論
文
木
金
合
計
は
二
、
八
一
四
百
高
固
に

羅
上
り
、
こ
れ
を
全
国
曾
枇
安
木
綿
計
に
封
比
ず
れ
ば
、
一
一
一
井
財
閥
は
会

園
曾
批
資
本
中
の

E
・
四
%
を
占
1

り
て
い
た
欝
で
あ
る
。

相
附
陸
時
に
お
け
る
回
大
財
関
の
資
本
支
配
の
賛
擦
に
つ
い
て
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川
山
本
表
は
一
一
-
井
本
一
献
を
合
む
凶
直
系
、
準
直
系
の
外
傍
系
を

も
合
む
川
開
会
開
数
字
は
日
銀
調
査
凶
上
掲
所
牧
合
同
一
位
は
本

一
胞
を
内
地
の
み
な
ら
ず
鮮
、
妻
、
関
東
州
に
存
ナ
る
も
の
を
合

む
凶
昭
和
一
一

O
年
九
月
一
ニ

O
日
現
在

〔
備
考
〕
「
東
洋
経
済
新
報
」
昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
七
日
第
一
二
九
八

腕
叫
七
京
、
参
照
。

〔設〕

一
四
七
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位
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抽
明
日
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資
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一
時
一
時
、
水
夜
、
食
一

一

雑

栄

一一パイ一

一
電
力
、
瓦
恥
引
」

陸

選

出

単

一

海

運

業

一

エ
地
、
建
物
、
倉
庫
栄
一

商
事
、
貿
易
業
一

害義その4官

ィ、

官十

さ一、三七九、一品一六

一一子
l
「一

O
対
閥
系
統
別
各
持
株
台
社
の
傘
下
曾
舷
梯
込
資
本
金
調
」
四
二

O
l四
二
四
友
、
「
資
料
」
一
回

1
2
0

財
閥
傘
下
合
泣
扮
込
資
本
金
一
質
表
」
四
六
九
支
よ
り
作
成
Lhι

。
(
〉
内
の
数
字
は
在
外
分
を
表
わ
す
。
樹
九
五
周
比
率

は
在
内
分
の
比
市
中
で
あ
る
。

業
種
別
に
え
る
と
、
鎚
由
来
に
お
い
て
は
三
井
財
閥
は
全
闘
の
一
回
・
九

%
を
占
ぁ
、
鍍
祭
の
中
で
も
石
炭
が
中
心
で
、
全
国
最
大
の
産
額
ム
公
有
す

る
一
一
一
弁
館
山
の
外
に
、
北
海
痘
炭
砿
汽
船
、
大
一
や
伴
茨
磁
等
を
擁
し
、
全

舎
一
肘
別
総
計

〔
備
考
〕

〔
資
料
〕

園
出
炭
高
の
約
三
(
リ
%
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
化
問
学
工
業
で
は
一
一
一
井

代
全
園
公
探
究
本
φ

ご
一
・
七
%
を
占
め
て
い
る
が
、
三
井
財
閥
の
ご
大

支
柱
は
鉱
山
と
物
産
で
あ
り
℃
、
ぞ

φ
鮪
山
は
石
炭
が
主
力
で
あ
り
、
化

制
附
腔
時
に
h

引
け
る
回
大
叫
川
町
制
mu
資
本
家
配
の
貨
態
に
う
い
て

一
四
九
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叶
明
直
系
合
一
位
一
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ロ

本

製

粉

一
細
川
健
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
費
本
支
配
め
賛
態
に
つ
い
て

第
五
表

三
井
木
社
文
ぴ
家
族
の
置
系
お
よ
び
準
直
索
ム
回
同
社
交
回
状
況
〈
指
定
待
現
在
)

一

会

移

資

本

金

一

一

本

社

お

よ

び

家

族

-111陸
川
]
ー
は
川
閣
叫
ペ
一
副
剖
一

一一一
U

純

正

一

〔

一

↑

呂

田

一

z
d
s
t
o
-
E
1
3
3
J
L

つ
副
日

銀
山
一
〔
車
問
点
目
立
入
、

oD口
、
口
口
口
一
一
一
豆
、
言
、
喜
一
宅
・
1

問
、
九
七
九
、
喜
一

信
託
一
(
一
一
山
中
部
一
六
8
0
0
0一
一

一

、

同

室

、

率

一

・

一

↑

農
林
一
ハ
一
一
円
一
一
一
一
一
一
口

2
0」

251六
呂

↑

き

・

」

丈

22一一

愛

情

一

否

、

8

2

1
一一
g
.
8
2
若
J
号
、
口
口
口
一
八
ニ
・
八
一
九
九
回
、
口
口
旦

J

e

月
一
〈
豆
、
C
9
0
)
一

一

一

一

一

精
機
一
合
岳
山
田
一
一

-1000Joc一
党
、
さ
一
入
、

D
o
c
-
2・J

一
、
室
長
一
一

作
率
一
ハ
一
一
一
ぃ
一
一
一
一
一
一
一
、
回
世
一
口
、

8
0一
問
。
、
口
六
五
、

o
g一一一一品・
1

九七一、吉一一

不
動
産
一
♀
回
一
一
一
一
一
}
呂
、

s
i
E
d
g
d
g一
一

OD--

一O
D
d
s一
一

00・0

ι
「
h

問
題
一
、
号
、
口
三
号
、
妻
、
D00一
台
一
人
一
一
、
。
一
品
、
豆
七
一
一
一

門誌引一一

7
2
2
7
2
2
7
z
y
-
-
4

ハ

一

喜

一

一

計

引

4
1
2
引
斗
ぶ

金

経

名

% 

/' ' n /' 。// // // p 

まき
一O
枇

合

計

五

O 

五一・回

間
四
日
ヱ
指
南
は
主
と
し
て
と
の
右
京
か
ら
波

生
し
て
来
た
も
の
で
ち
る
。
雑
業
の

九
・
九
%
は
別
と
し
て
杢
悶
公
務
資
本

金
中
に
一
〕
一
弁
の
占
あ
る
比
傘
の
高
い
の

は
金
融
業
の
入
・
宝

μ
で
・
あ
る
が
、
一
)
一

弁
銀
行
が
第
一
銀
行
と
合
併
し
て
か
ら

は
本
祉
の
同
行
に
訴
す
ろ
支
臨
は
湾
弱

化
し
た
が
、
家
族
の
支
却
は
以
下
に
見

る
釦
〈
依
然
と
し
て
強
〈
、
出
市
崎
銀
行

を
木
此
の
疫
系
準
直
系
曾
枇
と
し
て
掲

げ
な
い
と
し
℃
も
三
井
の
銀
行
支
出
力

引
)
低
下
し
た
な
ど
と
一
概
に
論
評
す
る

こ
と
は
許
ざ
わ
な
い
。
昭
和
ご
一
年
八

月
一

O
H担
在
の
帝
開
銀
行
〔
排
込
資

本
金
一
四
入
、
一
二
五
千
問
、
総
株
数

回
、
四

0
0千
株
U

の
株
主
構
成
中
一
見

る
と
、
一
)
一
井
家
族
は
そ
の
株
教
の
一
八
・

0
一
%
に
・
あ
た
る
七
九
二
、
主
対
日
妹
、

排
込
金
顧
問
守
は
ご
八
、
一
-
二
一
)
一
、
人
支

O

国
を
所
有
し
、
そ
れ
に
防
閣
法
人
二
一
弁

報
恩
宮
、
一
二
井
本
批
、
一
一
一
井
生
命
保
、
捻

の
分
を
加
え
た
全
三
井
系
肝
右
分
ぼ
株

数
で
は
一
-
ニ
・
豆
四
%
の
一
、
一
}
一
人
八
、

3鳥竜

六・口
七五・
0

九
〔
}
・
四

八一一
-
A

丸

山

山

-a

同
0

・d
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工
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東
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ヨ
シ
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東

洋

高

毘
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一
一
一
井
油
脂
化
率
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一
一
一
井
駿
金
属
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一
一
一
井
木
船

O

一
一
一
井
木
材
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註
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〔
備
考
〕

一
一
一
一
位
合
計

ゴ一呂、
c
o
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Z
C
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一一一、
豆ヨミ
Cコ
Cコ、
とう
Cコ
Cつ
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O
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C
D
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八一?一一一
四八・一日一一
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C
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E
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O
印
は
軍
需
舎
一
昨

「
資
料
」
一
一
一
1
1

井
財
閥
系
持
株
舎
舵
の
傘
下
舎
一
位
株
式
保
有
妹
侃
明
細
溺
」
三
四
四
!

一
一
一
四
六
頁
よ

P
作
成
し
た
。

解
抽
臨
時
に
お
け
る
岡
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
賛
態
に
つ
い
て

Zam--
一一

八
A

・=

九六・九

t 

= 
-J、一00

・0

2
0

・0

一()口・
0

四八・七

一口(〕・口
一()0
・0

一
一
一
一
主
回
株
、
調
込
金
額
で
は
一
}
一

0
・
}

笠
%
の
四
四
、
六
八
一
一
一
、
入
笠

O
国
に
達

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
火
は
窯
誌
の
七
・

一
一
一
メ
で
あ
る
が
、
と
れ
ば
小
野
田
セ
メ

ン
ト
一
位
で
一
三
井
の
営
該
部
門
か
一
一
背
良

八
人
・
一
一
一
っ
て
い
た
。
融
維
工
業
部
門
は
六
・
二

%
と
な
っ
て
い
る
が
、
わ
が
閥
横
線
工

業
は
財
閥
経
管
下
に
あ
る
も
の
が
少
な

ぐ
、
後
に
見
る
如
〈
、
一
三
菱
、
住
友
、
安
田

の
い
づ
れ
も
該
部
門
は
弱
少
で
ふ
め
っ
た

が
、
一
)
一
井
で
は
嘗
っ
て
鐘
紡
を
育
成
し

だ
歴
史
を
も
ち
、
ま
た
終
戦
時
毛
東
洋

レ
ー
ヨ
ン
や
…
準
直
系
禽
一
昨
の
列
に
加
え

て
い
た
@
上
に
揖
べ
た
各
業
種
ば
全
閣

総
計
調
一
一
一
井
財
閥
の
比
奉
五
・
四
%
'
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
、
が
、
そ
れ
以
下
の

も
の
と
し
℃
は
機
械
工
業
の
凶
・
六
%

パ
ル
プ
製
紙
の
四
・
一
一
%
、
運
輸
通
信

倉
庫
の
一
-
7
E
M戸
、
商
業
お
よ
び
食
糧

の
ご
・
一
一
一
%
、
農
林
水
産
の
一
・
三
%
、

金
属
工
業
の
一
・
一
一
一
%
、
電
気
ガ
ス
の

一・

O
M
N
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い

た。

Cコ
Cコ四人・

2

2

九・-一
九七・
c

t 

三E. 
ぺ=コ"" 

三(〕・
0

同
七
・
問

一五



第
六
表

組
肝
慌
時
に
お
け
る
岡
大
対
関
の
察
本
支
配
の
賛
態
に
つ
い
て

一
)
一
井
財
間
余
下
曾
社
の
使
用
委
木
内
樟

合

祇

一
ニ
井
本
一
位

M
H

物

産

M
H

鋭

山

F

信

託

M
H

生

命

N
H

化

率

P

不
動
産

P

加

舶

-

M
H

農

林

F

浩

艇

P

精

機

日

本

製

粉

一
ニ
井
倉
庫

大
豆
海
上
火
茨

熱
帯
任
一
業

東

洋

綿

花

一
一
一
機
工
業

来
洋
レ
ー
ヨ
ン

東

洋

高

座

三

井

治

照

一
一
一
井
軽
金
属

{
患
位
千
園
)

内
部
資
本
一
外
部
自
同
軍
減
目
暗
日
明
白
直
司
一

配
剖
劃
〔
刈
町
三
一
上
九
日
一
三
一
一
、
宅
晶

一一臣、告さ一一-一、冒一一耳、問。昌一つ天
J
8
3
十二、豆一、一一一七一

=一一一一丸、口実一四一一回、宗
Z

一
(
八
耳
、
ロ
ロ
ロ
〉
一
実
ロ
一
、
七
一
九
一

回
口
、
竜
一
一
回
、
八
六
五
一

i
一
塁
、
八
口
市
一

七、
λ

ロ一二

Z
S、九九星

1

2
一五、八一一五

八
一
、
呈
ニ
一
三
一
問
、
九
豆

(λ

、C
O

D

E

-

一耳、室五一

E

、
四
=
5
一
一
六
、
四
白
星

i
一
貫
一
一
、
八
八
O

一

一
口
=
一
、
老
人
一
阜
、
塁
旦
(
コ
一
、
入
口
豆
一
一
吾
、
さ
一
品

一
口
、
八
五
一
品
一
一
品
、
丸
一
重
宅
、
七
C
O
)
一
君
、
主
八
一

七
(
)
、
七
八
六
一
九
七
、
主
八
五
一
ハ
一
一
口
、
六
七
{
〕
〉
一
一
五
八
、
五
五
一
一

口六、吉一
E

一

λ
-
一、

6
)
…一八八、回才一一一

]一六、七
O

E

]

一阜、

l

E

口、豆七一

一

晶

、

九

歪

晶

、

元

、

支

口

一

一

丸

、

}

一

缶

入

《

問

、

八

E

、四七品

豆
、
九
六
八
日
一
、

λ

、=一五=一

六
回
、
四
六
六
穴
(
)
回
、
お
ハ
八
、
七
九
一
品
一

二
、
八
一
六
一
宅
、
四
九
、
七
九
(
)
一

塁
、
一
六
九
七
台
、
一
一
五
、
一
一
九
ム

警
一
、
雪
一
=
一
三
、
又
回
、
一
一
=
宗
一

一λ
、
一
回
(
〕
一
一
、
日
一
ペ
ホ
四
一
ニ
一

四
回
、
九
四
九
九
回
、
一
亘
丸
、
=
一
一
一
九
一

名

ハ一五、
D
D
O
)

〔一色、一品
(
)
O
U

(一一六、
D
O
(
)
)

(
如
、
毘
{
)
O
)

ハ

2
3

av 

五

以
上
は
終
職
時
に
お
け
る
一
一
一
井
財
閥
傘
下
奏
木
の
賢
酷
で
あ
っ
た
が
、

と
れ
を
新
『
安
料
』
の
指
定
時
(
昭
和
一
一
一
年
九
万
六
日
乃
豆
一
一
一
月
一
一

λ
日
)
現
在
の
算
定
に
よ
る
と
(
親
合
抵
持
株
率
若
L
〈
は
挽
込
寧
に
お

い
て
一

oμ
以
上
保
有
分
を
傘
下
舎
一
昨
?
と
看
倣
L
て
計
算
L
た
も
の
)
、

第
四
表
の
如
く
、
一
一
一
弁
木
位
〔
家
族
の
投
資
分
を
合
む
〉
の
傘
下
禽
一
位
数

は
七
百
位
。
内
、
京
外
九
位
〉
、
そ
の
抑
込
資
本
金
合
計
は
ご
、
六
百
一
一
吉

寓
国
〈
内
、
在
外
ご

O
O
百
高
周
)
、
指
定
さ
れ
た
一
二
弁
系
持
株
曾
一
位

i
l

コ
一
弁
本
一
匹
、
一
一
一
井
物
産
、
一
三
井
蹟
山
、
一
ご
弁
化
撃
工
業
、
一
一
一
弁
削
除
舶
、
北

海
道
炭
捜
汽
館
、
甘
木
京
芝
浦
電
気
の
七
社
ー
ー
ー
の
傘
下
耐
同
社
数
は
合
せ
て

ご
七
一
ヱ
一
位
(
内
、
在
外
六
一
一
位
ー
そ
の
梯
込
費
木
金
合
計
は
一
)
一
、
四
九
入

官
官
両
国
(
内
、
在
外
四
一
-
一
七
百
寓
国
)
で
ふ
め
っ
た
。
そ
め
傘
下
掛
円
己
資
本

金
の
紫
積
別
分
布
快
犯
を
見
る
伝
ら
ば
、
最
も
比
率
の
高
い
の
は
機
械
器

具
工
業
〔
浩
舶
世
間
を
含
む
)
で
一
一
一
井
木
位
お
よ
び
一
一
一
弁
系
持
株
曾
祉
に
み
の

っ
て
~
夫
k

約
ご
八
・
一
二
%
乃
至
ご
九
・
四
U
F
を
占
ぁ
、
・
次
い
で
鑑
積
業
に
お

け
る
一
一
一
井
木
批
の
一
七
・
久
%
、
一
-
一
弁
守
山
川
持
株
食
祉
の
一
主
・

λ
M
P
は
同

業
精
一
に
謝
す
る
十
一
一
弁
の
倖
杭
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
化
鼠
ナ
工
繁
に
お
.

い
℃
は
一
-
一
井
本
位
の
一
七
・
一
一
一
%
、
そ
の
在
外
分
は
在
外
鱒
計
に
艶
し
て

七
八
・
o
d
p
、
さ
一
井
系
持
株
合
同
批
の
一
入

-
E
戸
、
そ
の
在
外
分
は
一
一
一
九
・

四
%
、
と
験
時
中
に
お
け
る
一
}
一
井
の
該
部
闘
い
に
翻
す
ろ
異
常
に
荷
い
努
カ
、

特
に
植
民
地
選
出
え
の
極
め
て
特
徴
的
た
熱
意
を
一
目
し
て
い
る
。
そ
れ
に

金
属
工
業
に
お
け
る
一
一
一
井
木
社
お
よ
び
一
〕
一
井
烹
持
株
曾
祉
の
夫
h
一一

0
・

一
μ
お
土
ぴ
入
・
九
%
を
加
え
て
、
所
開
踊
質
化
理
工
業
部
門
が
三
井
傘
下

に
占
め
ろ
位
置
は
一
一
一
井
木
位
に
お
い
て
七
二
了
六
百
円
、
三
井
系
持
株
命
日
位



一
一
ニ
芥
木
船
一
品
、
λ

二
五
一
七
七
、
一
一
六
五
三
一
O

ベ一

S
一
一
人
七
、
完
一

骨
反
同
引
一
直

i

一軍比
1

1

1

ハ
仁
川

一
計
一
一
、
七
九
口
、
八
一
o
一
盟
、
莞

3
一
号
一
二
四
交
、
八
一
き
豆
、
ι

一
八
八
三
歪

〔註〕
H
内
部
資
本
は
梯
込
資
本
会
、
諸
積
立
基
金
の
合
計
、
泊
以
L
退
職

基
金
、
納
税
積
立
金
、
職
員
積
立
金
を
合
ま
ず
。
外
部
安
本
は

祇
債
、
長
短
期
借
入
金
、
文
捕
手
形
、
未
抑
へ
官
、
預
金
、
前
受

金
、
未
済
勘
定
の
合
計
。
同
家
一
資
本
は
南
方
開
護
金
庫
、
戦
時

金
融
金
庫
、
産
業
設
備
管
圏
の
融
資
。
‘

〔
備
考
〕
4

「
東
洋
経
済
新
報
」
昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
七
日
第
一
一
一
九

八
時
伽
八
頁
参
照
(
委
員
府
官
舎
内
資
料
に
よ
担
修
正
)
。

に
お
い
亡
七
二
・
六
%
と
、
嘗
つ
て
は
千
和
産
業
に
民
一
礎
や
一
居
眠
く
と
謂
わ

れ
円
三
井
財
閥
は
太
一
や
洋
戦
争
期
そ
混
じ
て
重
化
撃
工
業
財
閥
の
名
に
遁

わ
し
い
官
一
陪
を
具
え
る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

外
地
を
除
〈
昭
和
ご
O
年
の
全
開
一
沸
込
也
資
本
金
合
計
が
一
三
一
、
一
}
一
七
九

百
寓
固
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
会
国
比
率
に
お
い
て
は
一
三
井
木
批

の
七
・
六
%
、
一
一
一
井
系
持
株
曾
此
の
九
・
}
泣

μ
と
約
一
一
割
に
垂
ん
と
す
る
食

位
争
傘
下
に
以
診
て
い
た
。
業
時
間
別
の
調
会
関
比
率
に
お
い
て
一
割
以
上

を
占
め
て
い
た
も
の
を
列
奉
す
る
た
ら
ば
、
一
}
一
弁
本
位
に
お
い
て
、
信
託
の

一
-
一
六
・
六
%
や
筆
頭
に
、
窯
業
の
一
久
・
O
%
、
銀
行
の
一
回
・
七
%
、
化
撃

工
業
の
一
四
・
四

μ
、
鎖
蹴
出
棋
の
一
一
回
・
一
一
%
、
機
械
器
具
工
業
の
一
0
・

六
%
が
績
き
、
一
一
一
井
系
持
株
曾
批
に
・
お
い
て
は
、
同
じ
ぐ
信
託
の
一
一
↓
六
・

六
%
、
阜
市
業
の
ご
0
・
0
%
、
化
箆
工
業
の
一
九
・
一
%
、
海
逗
業
φ

一

人
・
一
日
%
、
鉱
磁
業
の
一
宮
・
七
%
、
銀
行
の
一
四
・
七
戸
、
蹴
械
器
具

餅
慌
時
に
お
け
る
四
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
・
賀
町
胞
に
ロ
い
て

工
業
の
こ
こ
・
九
%
と
わ
が
問
主
要
竃
業
部
門
を
占
め
、
そ
の
傘
下
曾
此

の
質
的
考
慮
そ
加
え
る
な
ら
ば
、
二
一
弁
財
閣
の
委
木
方
の
強
大
さ
ば
推
測

し
て
絵
り
あ
る
も
の
が
ふ
め
っ
た
。
な
お
、
臨
維
工
業
の
潤
全
閣
比
率
が
本

祉
な
ら
び
に
一
一
一
井
系
持
株
曾
祉
に
於
い
て
夫
h

一
一
関
誌
〈
の
比
牢
を
占
必

て
い
る
こ
と
は
、
他
の
財
閥
に
比
較
し
て
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

指
定
時
現
在
に
お
け
る
右
の
一
一
一
井
財
閥
傘
下
約
一
一
一
一
一
此
の
内
、
木
仕

が
そ
の
正
系
、
準
直
司
一
仲
介
一
白
穣
し
て
い
た
も
の
は
ご
ご
此
あ
っ
た
。
と
れ

ら
は
指
定
時
現
征
に
お
い
て
第
百
表
に
見
る
如
〈
、
直
系
一
O
批
、
合
計

司
公
務
費
木
金
は
入
九
入
、
九
豆
O
千
四
側
、
梯
込
論
文
木
金
は
七
四
七
、
ご
0
0

千
圏
、
縮
刷
株
数
は
一
七
、
九
七
九
、
0
0
0
株
、
木
批
お
よ
び
家
族
の
釜
本

参
加
キ
は
六
六
・
七
%
'
、
そ
の
持
株
容
は
六
一

-
7
図
形
¥
地
中
直
系
二
一
位

合
計
一
公
稽
資
本
金
は
一
)
一
一
一
一
、
入
七
宝
千
圏
、
情
開
株
数
六
、
四
三
五
、
E
0

0
株
、
中
小
批
お
よ
び
家
族
の
渋
木
参
加
府
中
は
四
人
・
七

μ
、
そ
の
持
株
府
中

は
間
七
・
四
%
で
あ
っ
た
。

と
れ
ら
の
直
系
、
準
直
系
人
町
田
祉
に
三
井
木
訟
が
」
加
え
て
一
ご
一
一
批
が
終
戦

時
に
お
い
て
畿
仰
の
資
本
を
使
用
し
て
い
た
か
を
見
る
と
と
は
興
味
あ
る

と
と
で
あ
る
。
第
六
烹
は
伎
町
安
木
を
各
項
目
別
に
介
け
℃
一
括
し
て
決

一
目
し
た
も
の
で
あ
る
、
か
、
内
部
安
本
の
令
計
は
一
、
七
九
O
、
八
一
O
千
国

外
部
俊
広
の
合
計
は
E
、
四
九
七
、
一
一
五
一
一
一
千
闘
で
、
使
間
資
本
合
計
仰
い

七
、
一
一
ご
八
八
、
O
六
一
一
一
千
固
に
謹
し
て
い
た
。
と
の
中
、
関
家
資
本
印
私

J

南

方
開
閉
成
金
庫
、
戦
時
金
融
金
庫
、
産
莱
設
備
管
圏
か
ら
融
資
さ
れ
て
い
た

も
の
が
四
豆
久
、
久
一
ニ
七
千
国
で
斜
郵
資
本
②
入
・
一
一
一
%
に
温
ぎ
ず
、
後

誌
の
一
ご
麦
、
住
友
の
場
合
に
比
較
し
て
闘
家
費
木
に
依
践
す
る
部
分
が
極

一
豆
三
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め
て
少
な
か
っ
た
。
問
表
の
一
次
+
通

旬
、
園
家
費
木
h
T
最
も
利
用
し
て
い

た
の
は
一
一
一
井
木
姑
建
迭
と
三
井
澄
踏

で
あ
っ
て
、
雨
4
4
を
合
せ
て
ご
二
一
、

四
八

O
千
固
た
占
b
、
関
家
委
木
入
土

睦
の
約
四
入
・
三
%
に
蛍
っ
て
い
た
。

と
め
一
三
井
木
賠
珪
迭
は
官
時
中
に
出

来
た
街
倉
泣
の
た
め
、
控
設
委
金
を

同
家
安
木
に
依
援
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
と
に
主
と
し
て
原
因
し
、
一
一
一

井
浩
般
(
昭
和
一
一
一
年
七
月
三
井
物

産
土
日
分
離
細
川
立
)
も
さ
た
一
己
弁
一
牧

蓬
よ
り
待
機
獄
立
し
て
以
来
、
自
枇

舶
の
修
理
建
詮
よ
り
、
そ
の
事
盤
情
混

穏
や
〕
競
大
し
た
結
果
、
新
産
資
金
を

闘
家
資
本
に
仰
い
だ
た
あ
で
ふ
め
っ
た
。

東
洋
レ

1
ヨ
シ
が
二
六
百
高
濁
の
悶

家
交
木
会
使
用
し
て
い
た
の
ほ
、
常

批
対
一
統
溢
機
聞
係
一
へ
新
し
ぐ
進
出
ぜ

ん
と
し
た
意
圏
、
ど
図
家
資
本
と
が
結

合
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ち
傘
下
の
直
系
、

準
時
系
二
一
五
に
数
し
℃
一
ニ
弁
木
位

制
肝
臓
四
時
に
お
け
る
四
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
安
態
に
づ
い
て

は
ど
れ
だ
け
授
交
し
て
い
た
か
。
ま
た
一
一
一
井
同
族
の
出
資
状
沼
知
何
。
更

に
、
と
れ
ら
本
社
ま
た
は
直
系
、
準
直
系
の
各
枇
が
相
互
に
そ
の
株
式
を

、
持
合
つ
℃
い
だ
状
況
如
何
。
今
と
れ
を
一
括
し
て
表
一
目
す
れ
ば
銘
七
長
め

如
く
で
あ
る
。

と
れ
に
依
れ
ば
、
一
一
一
井
木
批
の
直
接
授
受
分
と
し
て
は
全
株
式
尉
有
の

も
の
が
一
一
一
批

l
i一
一
一
井
木
材
工
業
、
二
一
井
油
脂
、
三
井
倉
庫

ill-あり、一一一

弁
同
族
曾
の
所

q
Tろ
銘
柄
は
一
一
一
井
本
位
、
二
一
井
物
産
、
一
一
一
弁
鋭
山
、

7

一

井
信
託
、
一
一
一
弁
生
命
、
一
一
一
弁
伯
母
f

、
三
井
不
動
産
、
一
一
一
井
議
林
、
一
一
一
井
誌

階
、
一
二
弁
精
機
で
あ
っ
た
。
一
一
一
井
本
一
位
に
濁
す
る
一
一
一
井
岡
族
曾
の
投
資
分

以
一
-
一
井
本
社
終
株
数
一

O
百
寓
株
の
内
、
六
、
己
二
五
千
株
で
含
越
の
活

字
ハ
六
三
・
一
一
一
%
〉
そ
占
め
℃
い
た
と
と
は
財
閥
家
族
と
し
て
仲
間
然
の
と

と
な
が
ら
、
一
}
一
井
鎌
山
が
三
井
化
阜
、
一
}
一
一
井
選
林
、
一
三
井
軽
金
属
を
持
ふ
り
、

二
一
井
生
命
が
三
井
木
位
、
一
一
一
井
物
産
、
一
三
井
鏡
山
、
三
井
信
託
、
日
木
製

粉
大
区
海
上
、
京
梓
レ
ー
ヨ
ン
、
東
汗
高
堅
、
一
}
一
井
恒
企
屡
浄
」
持
ち
、
一
一
一

井
佑
療
が
東
洋
高
監
を
、
一
二
井
賠
舶
が
三
井
浩
駒
大
豆
海
上
、
一
一
一
井
木
船

を
、
コ
一
井
浩
胞
が
三
井
木
胞
を
、
日
本
製
粉
が
一
一
一
井
本
比
、
一
一
一
井
物
産
、

一
-
一
弁
鉱
山
を
、
大

E
海
上
が
一
-
一
井
本
比
、
一
一
一
井
物
産
、
一
一
一
弁
鯖
山
、
東
詐

レ
ー
ヨ
ン
交
，
砕
す
同
盤
を
、
東
洋
桝
花
が
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
の
各
株
式
を
夫
h

保
有
し
℃
い
た
と
い
ろ
相
互
持
株
関
係
は
安
治
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

剖
ち
か
L
る
同
族
食
を
始
め
一
三
井
本
枇
な
ら
び
に
傘
下
の
三
井
直
系
、
準

直
系
の
久
口
泣
い
か
夫
h

め
株
式
を
持
ふ
り
ム
口
っ
て
い
た
関
係
が
一
一
暦
一
一
一
井
財
閥

の
資
本
的
支
配
力
を
強
く
し
て
い
た
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
う
し
た
悶
係
の
中
、
一
一
一
弁
本
此
の
八
立
を
特
に
抽
叫
し
て
傘
下
各
政

一豆一五



第
八
表

解
随
時
に
お
げ
る
ほ
大
財
閥
の
委
本
支
配
の
賛
同
棋
に
つ
い
て

一
一
一
芥
木
社
の
傘
下
食
此
む
封
す
為
支
配
率

夜
系
、
準
直
系
令
一
位
名

一

一

一

井

物

産

F

鉄

山

N
H

信
一
一
出

血
H

生

A
W

Mm

化

泉

P

船

舶

F

農

林

F

迭

船

P

精

機

日

本

製

粉

一

一

一

井

倉

庫

大

豆

海

上

火

災

熱

幣

農

業

東

洋

綿

花

一

ニ

桜

工

業

来

洋

レ

ー

ヨ

ン

来

洋

高

慶

一

一

一

井

拍

隙

三

井

軽

金

属

三

井

木

船

一

一

一

井

木

材

一
本
粧
品
付
株
額
千
闘
一
課
諮
問
附
戸

回
一
、
四
一
口
、
七
三
四
了
間

一
室
、
七
阻
止
、
C
G
口

一

主

人

一
、
一
五
五
、
七
毘
〔
)
一
七
・
七

一
司
一
五
、
口
口
口
一
一
一
手
。

呂、安一一一、
0

8

一

呂

・

ニ

一

揖()、九七五、
0
0
(
〕

一

主

一

-
A

問、
E
C
一、内
O
D
一

声

C

・豆

-一ニ
J
一
世
耳
、
口
(
)
空
間
11

・五

八
九
三
一
入
、
0
0
0
一

入

品

・

1

七、九一
ι
一
一
↑
、
{
)
(
〕
(
〕
一
回

4
4

・5

一一一、
5

0

、0
0
0
一

一

口

c

・

0
一

ニ
、
七
七
七
、
口
(
〕
口
一
四
人
・
旦

ニ
、
一
六
八
、
(
)
口
口
一
一
千
九
三
一

一一一口、
λ
九五、
C
G
C
一

λ
λ

・一一一

-一六、同八百、
C

口

口

一

九

七

・

0

一
一
、
九
回
口
、
c
o
c
一
一
一
一
五
-
i

。

一

。

一一C
、む口(}、
0
0
0
一

一

C
0
・c

一
一
一
、
一
一
己
口
一
一
一
・
四

三、口
()O
、
白
む
口
一
一
一
口
・
o

zc、cc口、
C
D
U
一

]
C
0
・0

一
一
広
六

め
総
株
数
し
ζ

針
比
す
れ
ば
そ
め
持
株
府
中
は
笈
入
表
下
段
の
如
〈
で
・
あ
り
、

ま
た
上
段
に
一
訴
し
守
た
三
井
木
院
の
保
有
株
式
挽
込
金
額
の
『
封
蛍
該
株
式

冊
目
行
食
此
の
内
部
資
本
比
耕
平
』
に
ふ
一
次
わ
れ
た
数
字
、
部
ち
四
六
%
'
が
一
一
路

貨
接
的
な
一
ニ
弁
木
尚
②
資
木
カ
と
見
る
こ
と
が
出
旅
る
の
で
あ
る
。

(
三
)

一
ニ
菱
財
閥

一
)
一
菱
財
問
の
主
人
公
は
探
知
の
如
〈
岩
崎
家
で
あ
る
。
一
品
川
崎
同
族
が
一
一
一

一
常
赤
祉
を
支
配
し
、
木
祉
が
一
見
に
傘
下
食
泣
か
」
支
配
す
る
と
い
う
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
持
株
型
簡
は
一
}
一
井
財
閥
の
甥
合
と
同
様
で
あ
り
た
。
指
定
時
現
在

に
お
い
て
岩
崎
家
町
有
の
一
一
一
変
本
社
株
は
ご
、
ニ
九
四
、
六

O
O株
ハ
一
一

回
、
八
一
一
一
四
千
国
)
で
あ
っ
て
、
木
批
融
株
数
倒
、
入

C
C千
株
(
会
様
資

本
金
二
回

O
百
高
岡
、
全
額
持
込
山
凶
v
の
凶
七
・
八
%
に
あ
た
り
、
そ
の

内
欝
は
お
九
古
本
の
如
く
一
一
名
の
家
族
に
分
布
さ
れ
℃
い
た
。
と
れ
に
大

株
主
乙
し
℃
、
明
治
生
命
一
七
七
、
ご

C
C紙
、
東
京
務
上
火
災
一
主
丸
、

六

O
O林
、
一
三
菱
信
託
七
λ
、
一
一
問
。
株
が
加
わ
hJ1

と
れ
ら
を
総
計
す

る
と
一
ニ
菱
木
批
株
②
泊
牛
数
は
岩
崎
家
お
よ
び
一
一
一
読
系
食
祉
に
よ
っ
て
保

宿
主
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
三
表
財
閥
の
規
模
吉
見
る
と
、
一
一
一
変
で
は
終
勤
時
剖
ふ
り
昭
和
ご

Q

年
九
月
現
在
に
お
い
て
一
ご
菱
木
此
砂
時
下
事
業
を
分
系
一
一
一
位
、
関
係
一
六

位
、
鈴
界
四
八
位
、
計
七
百
此
に
限
定
し
℃
い
た
。
と
れ
に
は
日
湾
製
粉

明
治
製
綿
等
、
.
或
い
は
そ
れ
ら
の
擁
ナ
ろ
子
曾
{
位
、
投
資
命
日
批
が
一
一
切
含

ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
に
か
L
げ
る
終
郎
以
降
の
諮
統
計
は
他
財
閥
と

の
比
較
土
語
干
の
喰
遣
い
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
の
艇
に
つ
い
て
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一

井

口

一

口

一

一

計

汽

A
)

一
塁
手
、
四
宝
、
四
C
Q
一

一

「
記
号
ー
音
器
1

1

一

l

J

i

-

-

早

一
1

俊
民
運
2
8一

L
は一一

A
i
l
-
-
一

位
限
付
い
い
一

i
い似一

l
i
一

〔
備
考
〕
「
資
料
」
一
一
一
1
1
「一

O
対
同
系
統
別
持
派
命
日
r
M
C
傘
下
曾
融
保

式
保
有
扶
泌
明
訓
表
」
一
ニ
凶
凶
頁
!
三
四
六
一
A
お
よ
び
第
七
表

よ
D
作
成
。

不

動

産

ぼ
後
掲
の
指
定
時
現
在
に
お
げ
る
委
員
曾
新
『
食
料
同
に
よ
っ
て
作
成
し

、、

た
第
一
一
表
と
比
較
調
照
し
つ
L

、
そ
の
誤
り
を
よ
り
大
な
ら
し
あ
な
い

よ
う
に
努
め
た
。

こ
の
七
五
祉
の
内
認
な
ら
び
に
資
木
規
模
、
木
批
お
よ
び
分
系
帝
国
批
の

旧
資
状
況
を
表
示
4
7
れ
ば
い
沼
一

O
表
の
如
く
で
あ
る
。
印
ち
一
一
一
菱
自
轄
に

よ
っ
て
直
分
さ
れ
た
分
系
、
閲
係
、
傍
系
七
宝
比
の
資
本
金
合
計
は
去
活

二
、
七
二
六
、
一
}
二
宝
千
菌
、
沸
込
二
、
一
五
六
、
入
九
五
千
圏
、
そ
の
内
水

位
梯
込
分
は
五
六
入
、
百
二
六
千
園
、
木
武
な
ら
び
に
分
系
命
同
ぺ
皿
機
込
分

ば
入
九

O
、
六
九
九
千
圏
で
あ
っ
た
。
三
茨
木
世
は
謂
わ
ば
五
六
八
百
寓

岩
崎
家
民
有
三
菱
本
社
株

I
d
-
-
J削

日
芦
繭
大

孝

子

恒

瀬

隆

溺
忠

雄

久

禰
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調
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穂
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一
一
、
四
{
〕
(
〕
一

一一品。、
ο
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(
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円
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一
三
一
一
一
。
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c
c
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2
0
0
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口

一

九

卒
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9
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遍

一
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一、
0
0
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z
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ニJ
f
出
回
、
六
口
(
〕
一
一
-
回
、
七
一
」
一
口
一

同七・八%一
b

四七・八%一

「
資
料
」
一
一
一
!
「
一
一
一
変
財
閥
の
部
」
一
一
一
豆
毘
瓦
参
照
。

込

崎
抑

額

数

-芸者、
族

一
一
一
妻
木
沈
の
傘
下
食
批
資
本
金
字
国
)

i
一士

ι社
社
斗
計
J

湘
計
一
諸
国
問
視
計

旦
/
巧
ノ
一
雨
量
一
〈
掛
川
込
資
本
金
)
一
一
抑
込
ザ

1Etu月
一
部
針

f
j上
記

μ

会
一
一
一
一
と
お
一
志
向
月
一
四
九
一
長
一
一
(
弘
子

2一
一
一
ト
一
元
日

E
引
劃
計
七
割
七
百
一

一む一
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i
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L
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志
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思
引
計
一
一
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第
一

O
表

イ子

時

計

福山守
考 i環|計

数
上b
率

門誌〕

(

U

内
の
%
は
梯
込
資
本
金
に
封
ナ
る
扮
込
分
の
比
率
。

〔
備
考
〕
「
来
洋
終
済
新
執
」
昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
七
日
、
第
一
一
一
九

八
銭
一
一
一
兵
一
歩
烈
。

ヨ王
t 

対
僅
時
に
お
け
る
回
大
尉
閥
の
費
本
支
配
の
賞
諒
に
つ
い
て



解
陸
時
に
お
け
否
回
大
財
関
の
資
本
支
配
の
実
態
に
つ
い
て

第
一
一
表

菱
財
閥
系
傘
下
曾
枇
梯
込
資
本
金
ハ
指
定
時
現
在
)

一

古

一

本

紙

一

8

三

菱

系

持

株

舎

一

枇

応ぽぽ品目一
Z
E
F回-開

業
一
ニ
八
七
、
六
七
五
、
口
cc
一
、
回
二

-ZA--
一
一
八
七
、
六
七
五
、
D

O

D

-

-

一一・ニ一

λ

・七

業

一

三

七

、

き

口

、

8
0
一

0
・
回
二
千
一
一
一
一
一
一
七
、
E
D
口、
8
0
一

0
・五一一人・
2

一

業
↑
】
一
一
宮
、
七
呂
、
0
8一
一
三
一
支
・
四
一
-
一
一
六
回
、
七
呂
、
ccc一
千
四
一
一
一
一
十
回

(
U
I国
間
門
凶
出
凶

Z
閣
〕
目
配
一

磁
業
一
一
一
一
一
一
塁
、
六
一
一
五
、
G
O
O
-

一
子
回
一
八
二
一
一
一
大
一
]
一
七
回
、
一
一
妻
、
S

G

一
一
ロ
ニ
一
一

Z

一
一
豆
、
言
、
口
口
口
)
一
円
四
回
・

5
一
一
ハ
一
己
一

2
一、市四七、一口口)一〈同一・

5
一

、

属

工

業

一

一

品

一

七

回

、

・

四

・

一

一

J

器
具
ヱ
業
一
一
六
一

4
5
0
u
d
c
c
一
年
一
一
六
一
一
語
一
一
、
一
一
ず
、
遺
言
。
一
五
一
一
一
O

一子

治

船

業

一

!

一

!

一

I
一

l-

六
一
二
、
宮
七
、
一
三
一
口
・
四
一

0

・七
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率

工

業

一

回

一

一

四

J
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色

、
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一

・

一
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戸

、

、

一

)

一
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一

一

一

一

一

一

3
一
宍
一
一
一
、
塁
。
、
8
0必

2
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小
計
一
色
一
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詩
宗
一
一
一
一
(
也
市
む
一
八
人
一
(
一
一
一
一
一
一
一
一
一
同
信
長
田
一
(
お
お
一
一
0

・七

一

製

紙

業

一

ヱ

一

口

、

九

人

口

、

白

星

0

・
晶
一
子
ニ
一
一
一
。
、
九
八
口
、
D
D
旦

0

・
旦
子
一

一

窯

業

一

i
一

i

-

i
一

i-
毘

四

、

、

平

一

一

級

品

常

一

i
一

i

-

l
一

上

一

一

一
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二

一

v
b
-
n
-
J
H
M
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一

J
J

鎖

事長高虫重

金

ヱ事長軽ヱ

維

エ

一
五
人国

の
資
金
で
公
稿
資
本
金

ご
、
七
二
六
百
寓
圏
の
事

業
を
支
町
し
て
い
た
謹
で

あ
る
。
こ
れ
を
指
定
時
現

在
に
お
け
る
算
定
に
従
え

ば
、
第
一
一
表
に
見
る
如

ぐ
三
菱
木
此
で
は
四
一
一
位

〈
在
外
分
校
合
む
)
、
そ
の

排
込
資
本
金
合
計
は
一
一
、

一五

O
百
寓
圏
、
一
二
菱
系

持
株
曾
批
ハ
一
一
一
菱
重
工
業
、

三
菱
銀
業
、
一
ニ
菱
商
事
、

三
菱
電
機
、
一
一
一
変
化
成
、
日

本
郵
船
の
六
祇
に
三
菱
本

祉
を
加
え
た
も
の
〉
で
は

ご
O
九
批
門
在
外
分
を
含

む
)
、
そ
の
挽
込
資
本
金
合

計
一
ニ
、
一
一
六
百
高
闘
の

範
園
に
お
よ
ぶ
傘
下
曾
批

を
擁
し
、
と
れ
に
三
菱
本

一
位
を
含
あ
る
と
き
は
、
一
}
一

菱
系
金
盟
で
一
一
一

J
一
五
六
戸

官
寓
国
の
排
込
資
本
金
の

回・七
0

・A↑
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別
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〔
備
考
〕

「
委
料
」
一
一
ニ
!
「
一

O
財
閥
系
統
別
各
持
株
合
祉
の
傘
下
命
日
一
位
扮
込
資
本
金
調
」
四
一
一
七

i
四
ご
九
頁
、

「
資
料
」
r

一
回

l
「一

O
財
閥
余
下
合
世
耕
込
資
本
金
一
質
表
」
四
六
九
一
良
よ

D
作
成
し
た
。
(
)
内
の
数

字
は
，
在
外
分
を
表
わ
ナ
。
針
金
図
比
率
は
在
内
分
の
比
率
で
あ
る
。

骨
同
止
に
仕
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
内
、
一
一
一
愛
で
、
令
系
、
関
係
と
呼
ん
で
い
た
鼠
系
、
準
百
十
糸
曾
駄

を
一
覧
す
る
と
第
一
一
一
表
の
如
く
分
系
は
一
一
位
、
そ
の
公
積
資
木
金
合

計
は
一
一
、

O
六
一
、
六
九

O
千
園
、
挽
込
資
本
金
は
一
、
豆
七
豆
、
一
一
一
四

O
千

解
腔
時
に
お
げ
る
岡
大
財
閥
の
安
本
支
配
の
貧
態
に
ワ
い
て
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7て三三二|



解
檀
時
に
お
け
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の
資
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の
賃
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に
つ
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第
二
一
表
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倉商鎖銀信石化製

名
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一

菱

分

系

関
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曾

批
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一
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の
と
と
は
三
井
、
三
菱
の
傘
下
曾
此
構
成
に
お

け
る
量
と
質
と
の
相
蓮
を
端
的
に
表
現
し
た
も

の
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
現
象
で
あ
る
。

衣
ぎ
に
終
戦
時
に
お
け
る
三
菱
七
六
祉
の
資

木
規
模
と
指
定
時
に
お
け
る
=
一
茨
木
批
傘
下
回

一
批
お
よ
び
三
菱
系
持
株
曾
批
傘
下
ご

O
九
位

の
資
木
規
模
と
を
業
種
別
に
全
圏
の
そ
れ
と
比

較
す
る
な
ら
ぼ
、
終
戦
時
現
在
に
お
い
て
は
第

一
一
一
一
表
、
指
定
時
現
在
に
お
い
て
は
前
掲
第
一

一
表
の
如
〈
で
ち
る
。
即
ち
終
戦
時
に
・
お
い
て

は
三
菱
本
位
を
含
む
七
六
位
の
公
務
資
本
金
合

計
一
一
、
九
六
六
、
一
一
二
宝
千
国
が
金
園
の
そ
れ

の
王
・
七
%
に
嘗
り
、
指
定
時
に
お
い
て
は
三
菱

本
位
傘
下
曾
位
一
一
一
一
一
位
ハ
在
内
分
の
み
〉
梯
詰

資
本
金
合
計
一
一
、

O
五
回
、
=
一
七

O
千
圏
、
一
一
一
菱

系
持
株
禽
批
無
下
曾
批
一
五
七
批
ハ
在
内
分
の

歩
)
沸
込
資
木
金
合
計
一
一
、
七

O
一
二
、
五
一
一
-
一
千

圏
が
夫
h

全
園
の
そ
れ
の
六
・
一
一
で
%
、
八
・
四

%
を
占
め
、
一
三
弁
財
閥
に
優
回
匹
敵
ナ
る
偉
観

を
是
し
て
い
た
。
こ
れ
を
業
種
別
に
見
る
な
ら

ば
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終
酷
戦
時
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お
い
て
機
械
工
業
の
一
六
・
一
一
一
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P
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と
れ
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績
く
鏡
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、
金
融
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に
お
い
て
は
日
本
郵
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七九、
A
O
D

舶
を
一
一
一
変
系
と
し
て
合
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
一
一

菱
木
批
傘
下
海
運
菜
の
一
七
・
八
%
、
機
械
器

具
工
業
の
一
六
・
一
%
、

AKF
融
議
の
-
一
一
了
・
一

%
、
幡
鯛
砿
一
九
の
入
・
一
一
一
戸
(
一
一
一
変
本
枇
は
鋭
減

業
に
お
い
て
活
淡
な
る
品
川
地
選
出
を
行
い
、
そ

の
傘
下
梯
込
資
本
金
に
お
い
て
回
一
一
、
五

0
0

千
問
、
十
仏
外
傘
下
舎
一
位
総
計
の
凶
四
・
豆

μ
を

占

b
て
い
た
貼
は
注
目
作
)
羽
一
ナ
る
)
等
は
三
去

財
聞
の
と
れ
ら
産
業
に
お
け
る
重
要
性
を
一
試
す

j

も
の
で
あ
っ
た
。

指
定
時
算
定
に
お
け
る
こ
一
安
本
批
命
下
機
械

器
具
工
来
ム
首
位
が
此
教
で
は
七
此
門
在
外
分
一

一
院
を
合
む
)
挽
込
資
本
金
で
は
九
入
七
、

E
0

0
千
闘
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に
三
菱
重
工
業
一

位
で
梯
込
渋
木
金
が
七
五

O
百
蔦
圏
で
あ
っ
た

こ
と
は
戦
時
中
二
一
変
が
如
何
に
機
械
器
具
工
業

を
中
心
に
集
約
的
な
援
展
の
方
向
を
辿
っ
て
い

た
か
を
緩
い
知
る
に
足
る
で
品
め
ら
う
。
そ
の
外
、

終
戦
時
に
お
い
て
は
化
製
工
誌
の
五
・
四
%
、

金
属
工
業
の
一
}
了
六
%
、
そ
の
他
の
一

-
7
0
v
p

運
職
、
倉
庫
2
7
2
%
)
、
商
栄
三
・
七
%
)

農
林
、
水
産
ハ
0
・
八
百
戸
)
、
食
糧
ハ

0
・
一
%
〉

製
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ハ
0
・
0
一一一

μ)
は
比
鮫
的
少
〈
、
麟
維

一
六
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表
に
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一
一
一
菱
本
紙
を
合
む
。
金
閥
会
総
資
本
金
の
賞
数
は
一

四
七
支
第
一
一
一
表
に
る
る
か
ら
弦
で
は
省
略
し
℃
比
率
の
み
を
お

げ
た
。

〔
備
考
〕
「
東
洋
経
済
新
報
」
昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
七
日
第
一
一
一
九
八

続
二
一
頁
参
照
。

門
島
民
】

一
六

工
業
が
雰
で
あ
る
の
は
後
遺
の
住
友
財
閥
し
ζ

同
じ
で
、
こ
の
賠
も
一
-
一
井
財

閥
と
は
根
木
的
に
相
異
っ
て
い
る
。
特
に
指
定
時
に
お
い
て
一
一
一
菱
系
持
株

曾
批
傘
下
化
問
車
工
業
の
沸
込
資
本
金
が
そ
の
封
全
園
比
率
に
お
い
て
六
・

一
一
一
%
を
占
b
て
い
た
と
と
を
右
の
叙
諸
に
加
え
る
な
ら
ば
、
一
一
一
菱
財
閥
が

重
工
業
財
閣
と
い
わ
れ
る
の
も
蛍
然
で
、
し
か
も
同
じ
重
工
業
財
関
と
謂

っ
て
も
、
住
友
財
闘
が
素
材
部
門
に
重
黙
を
置
い
た
の
と
は
特
徴
的
な
相

違
鈷
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
の
調
会
園
比
率
を
同
じ
〈
第
一
一
表
に
お
け
る
傘
下
曾
社
別
梯
込
資

木
金
総
計
に
占
め
一
る
比
容
に
引
き
ト
直
し
て
見
℃
も
、
結
論
は
や
は
り
同
一

だ
と
謁
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
在
内
分
お
よ
び
在
外
分
を
含
あ
て
の
一
-
一

菱
木
祉
の
傘
下
曾
枇
挽
込
資
木
金
総
計
二
二
百

O
E寓
国
に
濁
し
て
機

械
器
具
工
業
は
九
入
七
百
寓
国
で
凶
五
・
九
%
'
、
銭
磁
菜
は
一
一
千
九
%
、

三
菱
系
持
株
曾
泣
の
傘
下
梯
込
資
本
金
総
計
三
、
一
一
六
百
高
固
に
関
し

て
機
械
器
具
工
業
は
三
九
・
八
%
、
鏡
磁
莱
は
一
回
・
一
ご

μ、
海
運
業
は

一
一
一
了
七
%
、
化
態
工
業
は
入
・
一
%
と
、
鏡
菜
お
よ
び
機
械
器
具
工
業

更
に
は
化
単
ヱ
'
蒸
し
仁
連
な
る
一
]
一
変
の
特
徴
守
最
も
よ
く
表
現
し
、
そ
れ
に

白
木
郵
舶
を
晶
体
下
に
加
え
た
が
た
め
ず
に
海
運
業
の
比
重
が
増
加
し
て
い
た

か
く
℃
、
一
-
E裂
は
霊
佑
閥
単
工
業
に
そ
の
傘
下
資
米
の
約
七
割
を
牧
治
て
い

た
の
で
み
の
る
。

決
W
C
に
会
積
資
木
金
二
、
二
一

O
一
、
六
九

O
千
園
、
排
込
資
本
金
一
、
八

一一阜、一一一回

O
千
国
の
木
批
お
よ
び
直
系
一
一
位
、
計
一
一
一
此
は
そ
の
巨

大
な
る
事
業
を
経
管
す
る
に
際
し
幾
何
の
資
木
を
駆
使
し
て
い
た
か
を
見

る
な
ら
ば
第
一
四
表
の
如
〈
で
あ
る
。
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山下、
-
Z
ハ七、室ハエ一

盟晶、円七人一

玉、堅守八、会克一

六
八
一
、
思
喜
一
'

革、囲内五十

七一、七一宍一

八ニ、六四回一

回=一匹、{〕四豆

一八口、一-一ロニ

一
五
、
室
、
喜
一
一
ハ

E
4
E一

〔

Z
E
C

、o
口()〉

(四六、
λ

口一品)

。
一
二
塁
】
)

。一、
λ

一一一三)

九一巨人、己七八一)

「
来
洋
経
済
新
報
」
昭
和
二

O
年
一
一
万
一
七
日
、
第
一
二
九

八
銭
二
一
支
参
照
。

と
れ
に
よ
る
と
内
部
資
本
の
合
計
収
二
、
四
一
一
二
、
一
ご
入
千
園
、
外
部

資
山
市
の
合
計
は
二
一
也
、
七
二
五
、
四
七
三
千
闘
で
あ
っ
た
が
、
外
部
資
本
中

閣
家
資
本
内
戦
時
金
融
金
庫
等
よ

E
の
融
資
)
は
四
六

O
、
一
五
二
千
固

に
過
ぎ
な
か
ワ
た
。
お
も
右
の
外
、
特
掠
な
怠
味
を
石
す
る
一
-
一
菱
銀
行
よ

り
の
融
資
も
考
鼠
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
、
み
で
は
そ
の
銀
行

解
盛
時
に
お
け
る
図
式
殿
尉
の
資
本
支
配

ω
武
蔵
に
ロ
い
て

融
資
が
一
-
一
井
に
お
け
る
よ
り
も
一
一
一
菱
に
・
お
い
て
極
必
て
重
要
で
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
規
模
も
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
ナ
る
に
止
め
て
置
を
た

、しV

更
に
財
閥
事
業
の
特
質
の
一
つ
に
は
相
互
持
株
の
関
係
が
あ
る
。
太
一
砿

所
有
の
寧
が
低
ぐ
て
も
、
命
下
耐
同
「
紅
mu
相
互
持
合
い
に
よ
っ
て
財
閥
は
そ

の
安
京
支
出
カ
を
間
脱
化
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
今
、
一
-
一
変
木
此

お
よ
び
そ
の
直
系
曾
此
の
相
互
持
株
関
係
を
一
覧
す
れ
ば
第
一
五
表
の
如

〈
で
あ
る
(
一
一
一
菱
地
所
、
一
一
一
菱
信
託
、
三
菱
沼
討
は
持
合
株
な
し
U

。
一
ご
菱

木
位
は
そ
の
本
位
た
る
性
質
上
、
骨
田
保
亘
一
糸
各
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い

急
が
、
岩
崎
家
も
ま
た
三
菱
石
油
と
一
口
安
製
鋼
を
除
、
，
t
直
系
各
一
匹
の
株
式

を
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
所
有
し
、
枯
局
即
時
家
と
木
枇
と
片
品
直
系
諸
曾
一
叫

に
濁
し
て
前
拐
第
一
ご
表
に
翠
げ
た
三
二
・
一
%
と
い
ろ
資
本
参
加
率
を

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
持
株
教
が
全
株
式
の
過
牛
に
お
よ
ぶ

も
の
は
一
一
一
菱
地
所
、
三
菱
石
油
、
コ
一
菱
製
鋼
で
あ
っ
た
が
、
前
ご
者
砕
い
全

然
未
公
開
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
一
一
一
変
系
の
持
株
率
は
比
較
的
少

〈
三
菱
重
工
業
の
如
舎
は
こ
六
・
六
%
に
過
ま
ず
、
一
二
美
財
閥
の
直
系
曾

匙
は
比
較
的
置
く
そ
の
株
式
が
公
開
散
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

た
と
謂
え
る
で
あ
ら
う
。

一六一一一



組
問
煙
時
に
お
け
る
回
大
敗
関
の
委
本
支
配
の
寅
惑
に
つ
い
て

一
六
回

第
一
百
表

菱
木
泣
お
よ
び
分
系
曾
批
相
互
持
株
関
係
表
門
国
平
伏
株
)
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「
交
料
」

〈
四
)

住

友

財

関

住
友
木
祉
は
昭
和
ご

O
年
一
一
一
月
一
回
②
増
資
で
公
南
安
木
金
一
一
一

O
O百

高
閣
、
梯
込
委
木
企
二
二
五
百
高
固
と
伝
っ
た
。
住
友
木
祉
は
、
株
式
会

此
に
な
っ
た
の
は
与
か
っ
た
が

l
l住
友
合
資
が
株
式
曾
批
住
友
木
止
に

改
組
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
二
年
三
月
一
日
で
、
財
閥
木
匙
の
株
式
曾
抗
政

組
で
は
一
三
菱
、
一
ニ
弁
の
先
鞭
を
つ
け
た

l
l一
二
井
、
一
一
一
菱
の
場
合
と
異
ワ

て
、
そ
の
株
式
は
全
く
公
開
さ
れ
ず
、
本
家
住
友
吉
左
衛
門
(
ニ
セ

O
千

株
、
一
株
椀
込
金
額
一
1
0
0
回
〉
と
三
分
家
(
一
一
一

O
千
株
)
と
で
全
株
式

を
持
ち
、
そ
の
竿
問
た
る
資
木
濁
裁
制
を
打
樹
て
L

い
た
。
ぞ
れ
が
明
和

ニ
O
年
一
一
古
川
の
崎
資
守
械
と
し
℃
増
資
新
株
一
一
一

O
O千
株
は
木
家
で
一
一

0

0
千
株
ハ
五

O
、
0
0
0
千
岡
、
一
株
勃
込
金
額
一
一
五

O
国
U

を
引
受
け



門
分
家
は
引
受
け
ず
)
、
残
り
の
一
O
O
千
株
を
住
友
銀
行
、
同
信
託
、

間
生
命
の
三
枇
に
分
譲
し
、
と
れ
で
木
一
砿
m
V株
主
は
木
家
、
一
一
一
分
家
、
銀

行
、
信
託
、
生
命
の
七
潜
と
な
っ
た
。
と
の
増
資
新
株
の
分
譲
は
E
確
に

は
公
開
と
は
い
え
た
い
が
、
と
れ
を
以
て
九
五
時
は
一
般
公
開
え
の
先
駆
を

・
た
す
も
の
だ
と
い
L
臨
き
れ
た
の
で
喝
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
分
譲
に
関
連

し
て
従
家
の
恒
例
一
位
厘
配
山
口
同
は
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
は
分
譲
先
が
い
づ
れ

も
金
融
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
古
屋
町
蛍
で
は
如
何
に
も
低
率

に
祖
ぎ
る
の
で
百
分
間
蛍
に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
有
。

住
友
本
位
に
封
ず
る
家
族
投
資

名

一

株

数

株

一

排

住
友
古
口
左
衛
門
一
回
き
、
c
o
D一

グ

寛

一

一

己

、

go一

義

範

一

一

口

、

c
c
c
一

元

夫

一

一

口

、

go一

計

一

言

、

0
0
4

劉
総
株
数
比
率
一
八
口
一
・
一
号

「
資
料
」

第
一
六
表

{ 

g者1

族

〔
備
考
〕

一一一

l
一
一
一
六
六
頁
参
照
。

込

額

関

一七ニ、毘()(〕、
c
o
c

耳、口(〕(〕、{〕口()

耳、口()()、{〕
O
D

革、
C

口。、口(〕口

一八七、五(〕口、口(〕(〕

λ

子
一
一
台
%

指
定
時
現
在
に
お
け
る
住
友
木
祉
に
封
ず
る
家
族
投
資
の
蹄
翻
は
第
一

六
表
に
見
る
如
く
、
株
数
合
計
百
O
O
千
株
、
挽
込
組
一
一
八
七
、

E
0
0

千
鴎
、
そ
の
封
綿
株
数
比
率
は
入
一
一
了
一
-
一
%
、
更
に
こ
れ
に
銀
行
、
信
託

生
命
の
一

0
0千
株
を
加
え
れ
ば

E
に
一
O
O
%
の
支
国
力
を
掌
握
し
て

細
川
陸
時
に
お
け
る
凶
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
安
態
に
つ
い
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
家
族
投
資
分
の
内
で
は
木
家
吉
左
衛
門
が
一
家

で
四
七
O
千
株
、
即
ち
木
批
飽
株
数
の
入
O
%
を
占
め
一
、
寛
一
、
義
輝
、

一
元
去
の
一
)
一
分
家
は
各
一
O
千
株
の
み
で
、
木
家
吉
左
衛
門
の
資
本
調
裁
の

f

色
刷
秒
が
極
め
て
強
〈
出
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
表

住
友
木
社
投
資
曾
批
資
本
金
お
よ
び

木

位

持

株

額

面

総

額

(

単

位

千

回

)
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〔
備
考
〕

「
来
洋
経
済
新
報
」
昭
和
二
O
年
六
万
一
一
日
、
第
一
二
七
四
銃

豆
瓦
参
照
。

一
六
五



解
崎
四
時
に
お
け
る
岡
大
財
鴎
の
養
本
支
配
の
賞
態
に
つ
い
て

終
散
時
に
お
け
る
住
友
太
此
の
投
資
曾
批
数
は
、
五
山
山
部
で
一
一
一

O
世
に

上
り
、
枇
数
に
お
い
て
一
一
一
井
木
批
に
衣
ぎ
、
一
一
一
変
本
位
よ
り
も
多
か
っ
た

と
れ
を
事
業
別
に
分
類
す
る
と
第
一
七
哀
の
如
〈
拓
殖
業
ご
一
位
、
化
撃

工
業
一
入
社
、
機
械
工
業
一
五
此
、
蹟
栄
一
四
位
の
原
で
、
繊
維
工
業
ば

皆
無
で
あ
っ
た
。

以
上
二
一

O
批
に
封
ず
る
山
小
川
広
の
持
株
割
合
を
一
試
?
と
第
一
入
表
の
如

ぐ
、
百
割
以
上
を
持
株
一
ず
る
も
の
は
僅
か
に
三
位
、
一
一
一

l
四
割
の
ぜ
の
二

位
、
ニ
!
一
一
一
割
の
も
の
一
一
一
一
批
、
一

l
二
割
の
も
の
一

O
此
、
大
部
分
郎

ち
九
二
位
が
一
割
未

満
で
あ
っ
た
。
ま
た

と
れ
を
指
定
時
現
在

t
お
け
る
(
持
株
率

な
ら
び
に
築
木
参
加

硲
一

O
%
以
上
の
も

の
に
限
定
L
て
、
そ

れ
を
傘
下
合
一
拡
と
ナ

る
)
算
定
に
従
え
ば

住
友
本
位
の
傘
下
食

匙
数
は
第
一
九
表
に

見
る
如
〈
、
内
外
地

合
せ
て
二
九
位
円
内

在
外
五
は
)
で
、
一
一
一

井
の
七
五
政
、
一
一
一
菱

部
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司
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降

一
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米

涼

一

空

一

四

l
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一
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1
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未
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一
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二
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未
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s
e
l
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「
東
洋
済
経
済
統
判
明
」
昭
和
二

ο年
六
月
二
日
、
第
一
一
一
七
回

続
五
頁
参
照
。

第
一
入
表

持

株

率

〔
備
考
u

業融金ヱ
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六
五
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c
o
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ヱ
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目
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円
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ぬ
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資
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時
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お
け
る
回
大
財
閥
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資
本
支
配
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態
に
び
い
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六
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友
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友
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時
現
在
算
定
の
一
一
一
井
と
の
比
較
に
お
い

て
は
三
井
本
祉
の
傘
下
曾
枇
梯
込
資
本

金
線
計
二
」
ハ
五
一
一
、
二
一
-
一
四
千
固
に
比

じ
て
住
友
の
そ
れ
は
字
分
に
も
足
り
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

沖
よ
う
に
資
木
投
下
の
規
模
は
小
さ

か
っ
た
が
、
蛍
財
関
で
は
そ
の
資
木
投

下
が
集
中
的
で
あ
っ
た
。
問
中
り
一
繊
維
工

業
え
の
投
資
が
皆
無
で
・
あ
っ
た
反
面
、

金
属
工
業
、
機
蹴
工
業
、
化
墜
工
業
、

銭
菜
、
え
の
投
資
は
摩
倒
的
で
あ
り
、
就

中
金
属
工
業
は
此
数
一
二
に
描
ぎ
な
い
の

に
、
投
下
資
木
師
酬
で
は
九
五
、
九
九
一

千
図
と
全
投
資
額
の
ご
入
・
八
%
を
占

あ
て
お
む
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指
定
時
現
在
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お
け
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傘

下
梯
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資
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友
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友
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制

後
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友
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傘
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に
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た
も
の
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て
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は
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が
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指
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財
閥
事
業
の
主
方
が
金
扇
工
業
部
門
に

置
》
れ
て
い
た
と
と
を
一
示
す
も
の
で
ら

の
、
指
定
時
に
お
け
る
こ
一
井
、
一
三
菱

商
木
批
傘
下
へ
↓
一
属
工
業
梯
込
資
本
金
合

計
の
針
金
問
比
卒
が
夫
h

六
・
四
%
、

田
・
主

μ
で
あ
っ
た
に
比
較
す
れ
ば
そ

の
一
比
重
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
Y
誌

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
財
閥
は
通

総
儲
明
治
財
踊
と
い
わ
れ
て
い
た
に
も
拘

ら
一
寸
、
鑓
葉
、
え
め
投
資
は
比
較
的
伎
少

(
会
扶
登
板
の
一

0
・
九
%
、
ま
た
指
完

時
に
お
い
て
は
住
友
本
社
傘
下
折
込
受

木
会
総
計
中
、
内
地
八
・
一
一
%
、
外
地

二
・
一

μ)
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
住
友

木
批
が
自
ら
錆
山
そ
印
有
経
管
し
て
来

た
こ
と
に
も
一
宇
の
理
回
が
存
し
℃
い

た
の
で
乞
る
カ
毛
百
時
は
既
に
自
社
鍍

山
第
mu

一
一
切
を
琴
げ
て
住
友
鍛
楽
に
委

託
協
管
せ
し
あ
て
い
た
が

1
i。

住
友
は
も
と
/
¥
錨
清
そ
れ
も
銅
山

菜
か
ら
回
議
し
て
、
と
れ
に
関
連
し
た

事
詩
え
と
手
を
延
ば
し
て
旅
た
た
あ
、

蛍
財
閥
事
世
去
の
中
心
が
備
業
、
と
金
属
工

一
六
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貸
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い
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業
に
・
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
営
然
の
蹄
結
で
あ
っ
た
。
し
か
し

戦
時
経
済
温
程
に
ら
っ
て
は
鑓
業
部
門
に
お
け
る
産
金
業
の
不
振
か
ら
、

そ
の
霊
賭
が
金
属
工
業
部
門
に
移
っ
た
と
と
は
争
わ
れ
な
い
現
象
で
あ
っ

た
o
と
の
と
と
は
三
井
の
ご
大
支
柱
が
鏡
山
と
物
震
で
急
り
、
二
一
菱
の
そ
れ

が
三
菱
重
工
と
鍍
業
で
噌
あ
っ
た
の
に
濁
比
し
て
、
同
じ
〈
鑓
山
業
を
基
賂

と
し
て
出
裂
し
た
住
友
の
性
格
的
指
標
と
し
て
注
目
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
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七
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c
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一00
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一00
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八六・一一一
九五・同

な
い
。
蛍
財
閥
が
素
材
財
閥
、
殊
に
金
属
素
材
財
閥
の
名
穏
を
一
括
せ
ら
れ

る
所
以
も
け
だ
し
山
口
同
を
得
た
も
の
と
い
う
ぺ
含
で
あ
ら
う
。

僻
岨
臨
時
に
お
げ
る
回
大
財
閥
の
安
本
支
配
の
貸
態
に
円

J

い

戦
争
団
湾
と
士
(
に
あ
っ
た
約
一
室
年
聞
に
お
い
て
、
一
-
一
井
、
一
一
一
変
も
夫

h

そ
う
で
あ
っ
た
如
〈
、
住
友
も
ま
允
化
思
ヱ
菜
、
え
の
進
出
に
強
い
意
欲

を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
意
欲
が
強
烈
で
あ
っ
た
程
度
に
は
、
そ
の
護
展

の
強
大
さ
が
伶
わ
な
か
っ
た
と
と
も
一
一
一
井
、
一
一
一
菱
と
同
様
で
あ
っ
た
。
し

か
も
指
定
時
に
お
け
る
倍
友
本
法
佑
墜
工
業
部
門
け
い
在
内
分
し
か
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
挽
込
資
太
金
合
計
は
線
品
川
に
お
け
お
一

0
・
二
%
で
、

三
井
の
在
内
分
一
七
・
一
一
手
%
に
次
ま
、
三
菱
の
七
・
一
一
一
%
に
優
っ
て
い
た

が
封
全
園
比
率
に
お
い
て
は
一
一
一
井
本
此
の
一
回
・
四
%
、
一
一
一
茨
木
祉
の
一
千

O
%
に
次
ぐ
三
・
七
%
で
、
住
友
の
化
襲
工
業
に
謝
す
る
潤
占
度
は
一
一
一

井
、
二
二
現
況
に
比
べ
て
も
な
お
後
り
強
大
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
ら
る
。

き
ら
に
機
械
工
業
で
は
、
そ
わ
程
積
極
酌
な
動
ぎ
は
見
え
な
か
っ
た
が

通
信
機
工
業
え
の
進
出
、
か
す
と
ぷ
る
積
極
的
で
、
業
界
を
ぼ
東
芝
と
二
分

す
ろ
程
の
由
民
勢
を
か
ち
得
℃
い
た
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
。
指
定
時
に
お

け
ろ
住
友
系
持
株
曾
祉
令
下
機
械
界
具
工
業
挽
込
資
本
金
の
封
総
計
比
率

は
J
内
地
一
一
一
入
・
三
%
、
外
地
二

0
・
八
%
、
針
金
園
比
率
で
は
金
属
工
業

の
一
一

47
人
労
に
次
ぐ
一

0
・
六
%
の
高
等
を
一
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
住
友
本
此
傘
下
の
室
佑
単
工
業
部
門
は
指
定
時
現
在
に
お
け

る
そ
の
梯
込
資
本
金
調
総
計
比
容
に
お
い
て
、
ム
れ
内
分
入
百
・
七
戸
、
在

外
分
一
O
O
M
N
を
占
ぁ
、
三
井
本
位
の
在
内
八
一
・
五
%
、
在
外
七
五
・

一
二
%
、
一
一
一
変
本
批
の
在
内
七
宝
・
一
一
一
%
、
在
外
七
一
・
九
%
に
比
し
、
区

倒
的
霊
化
製
工
栄
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
た
る
賀
勢
力
そ
示
し
て
い
た
。

住
友
で
は
直
系
人
留
此
を
聯
繋
食
砿
と
い
L
、
準
直
系
曾
批
を
関
係
府
間
批

と
呼
ん
で
い
た
が
、
そ
の
系
列
は
第
一
一
O
表
の
如
〈
で
あ
っ
た
。
町
ふ
り
区

一七



解
蜂
時
に
お
H
U
3

陪
大
同
月
間
の
資
本
支
配
の
究
態
に
つ
い
て

系
曾
批
は
一
宝
位
、
そ
の
会
一
橋
資
太
金
合
計
一
、
一
一
一
六
、
七
E
O
千
園
、

沸
込
資
本
金
合
計
一
、
O
四
一
、
二
百
O
千
圏
、
木
社
持
株
府
中
の
不
均
は
二

九
・
O
%
、
準
直
系
食
此
は
六
位
、
そ
の
叶
公
務
資
玄
金
合
計
は
ご
六
六
、

ご
宝
O
千
園
、
梯
込
資
木
金
A
円
計
一
一
三
ニ
、
百
六
百
千
園
、
木
社
持
株
容

の
平
均
は
一
一
一
一
・
一
%
、
特
殊
関
係
曾
祉
は
四
批
、
そ
の
一
公
務
小
討
中
小
金
合

計
一
一
、
ご

0
0千
圏
、
挽
込
資
本
金
九
日
計
一
O
、
七

0
0千
回
、
木
枇
持

株
比
率
卒
均
ば
三
五
・
宝
%
で
あ
っ
た
。
と
の
特
殊
関
係
会
祉
は
同
表
末

尾
に
註
記
し
た
よ
う
に
、
直
系
府
間
批
、
準
一
旦
系
(
四
日
批
の
い
づ
わ
に
も
居
間
さ

な
い
が
、
一
河
北
仰
木
此
の
鼠
管
事
業
で
、
直
系
曾
批
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に

木
泣
と
の
血
政
的
関
係
を
保
り
て
い
允
、
，
も
の
で
あ
る
。

か
〈
て
置
一
糸
、
準
直
一
糸
、
特
殊
闘
何
れ
を
合
せ
て
=
百
一
位
、
"
で
の
内
一
一

位
が
軍
需
自
国
祉
の
指
定
を
受
け
て
い
氏
。
就
中
、
直
系
合
此
は
一
五
此
の

内
、
九
一
位
ま
で
が
軍
需
曾
枇
で
、
一
二
井
、
一
コ
菱
に
比
較
し
て
、
軍
需
財
閥

と
し
て
の
特
徴
が
ひ
と
じ
お
咽
掛
か
り
た
。
直
系
命
日
祉
の
内
、
軍
需
食
批
と

然
ら
ざ
る
も
の
と
の
比
重
は
、
合
同
批
数
に

v

お
い
て
は
以
上
の
如
く
九
封
六

で
怠
っ
た
が
、
と
れ
そ
合
格
資
本
金
に
つ
い
て
見
る
と
前
者
の
一
、

C
一一一

人
1

七
五
O
千
回
国
に
相
到
し
て
後
岩
は
一
七
入
宮
高
菌
で
吃
て
の
間
の
開
会
は

更
に
大
き
く
な
る
。
そ
の
筆
目
立
町
宮
批
め
卒
業
内
容
に
お
い
て
、
入
会
開
問
、
錨

山
禁
い
か
匪
倒
的
で
あ
り
、
住
友
財
問
が
症
に
金
属
財
閥
小
一
穏
や
」
刊
M
k
m
U
Jも

話
黙
と
の
感
を
細
部
く
す
る
の
寸
ゅ
の
る
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
直
系
、
準
疫
系
を
通
じ
℃
商
事
曾
祉
が

存
在
し
な
い
と
と
で
・
あ
る
。
一
-
一
弁
に
は
一
一
一
井
物
産
あ
り
、
一
ニ
菱
に
は
一
二
菱

商
察
、
が
あ
っ
て
、
決
h

商
事
皆
勤
を
管
7
4
、
内
外
に
大
島
U

た
勢
カ
v
V
張
。

士Z

て
い
た
が
、
住
友
に
は
溺
立
の
商
事
曾
一
拡
が
な
い
。
と
ふ
れ
は
、
自
枇
製
品

を
衰
捌
く
と
い
う
目
的
の
み
の
、
た
め
に
住
友
本
社
が
業
務
所
を
各
地
に
持

り
℃
は
い
た
が
、
自
一
拡
製
品
以
外
の
一
般
商
品
の
賓
買
に
よ
っ
て
得
る
利

益
今
一
追
お
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
長
一
因
し
て
い
る
。
商
事
部
門
え
の
選

出
を
し
な
か
っ
た
貼
は
住
友
財
閥
事
議
の
}
特
色
と
し
て
評
伎
ざ
る
べ
会

で
あ
ら
う
。

住
友
木
祉
は
既
に
鯛
れ
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
二
弁
、
一
二
葵
雨

太
一
凪
と
は
異
っ
て
、
そ
れ
自
韓
が
事
業
経
管
を
行
っ
て
い
た
。
前
描
の
自

社
製
品
の
販
責
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
鏡
業
と
林
業
の
自
社
経
管
も

そ
れ
で
怠
る
。
品
ん
も
銭
業
は
昭
和
一
九
年
初
以
来
、
ほ
と
ん
ど
全
部
を
挙

げ
て
住
友
卸
業
に
鰹
管
を
箆
託
し
、
そ
の
損
鋒
尻
だ
け
を
太
此
日
じ
受
持
っ

て
い
た
か
ら
昭
和
二
O
年
に
入
っ
て
か
ら
は
林
業
だ
け
と
い
う
こ
と
が
出

来
る
。
と
め
-
鉱
業
部
門
の
委
託
経
管
に
つ
い
て
は
、
罷
金
政
策
@
鴎
鑓
と

い
う
客
観
的
事
情
が
一
つ
の
動
機
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
に
先
に
翠
げ
た
夜
来
一
宮
批
に
木
祉
と
家
族
を
加
え
て
の
相
互
持
株

闘
係
を
見
る
と
第
一
一
一
決
ハ
満
洲
住
友
金
麗
お
よ
び
靭
鮮
住
友
軽
金
属
は

持
令
株
背
任
一
、
住
友
倉
庫
は
扶
桑
公
開
出
株
の

0
・
四
%
宏
保
右
L
て
い
る

が
他
は
皆
無
な
の
で
保
右
者
欄
か
ん
一
除
外
L
た
。
但
し
持
株
比
滋
に
は
之

・パ

l
セ
レ
テ
l
v
v

を
加
算
し
た
。
治
、

0
・
E
U
P
未
満
の
持
株
は
%
で
示

L
て
あ
る
O

)

の
如

く
で
あ
る
。

と
L
に
特
に
注
目
し
た
け
占
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
直
系
禽
批
に
封
ず
る
家

族
投
資
、
が
一
二
弁
同
族
住
や
岩
崎
家
に
比
べ
で
盤
倒
的
に
多
〈
、
木
批
と
同

様
に
直
系
信
此
の
ナ
ベ
て
に
昨
日
成
山
参
加
を
行
っ
て
い
た
と
と
で
あ
る
。
住



友
一
本
家
の
資
木
濁
説
的
傾
向
に
つ
い
立
は
本
政
に
封
す
る
本
家
の
挺
資
に

つ
い
て
既
に
凡
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
定
系
〈
川
日
批
に
鈎
し
て
J

も
ま
た

そ
の
傾
向
、
作
強
ぐ
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
一
一
一
井
、
一
一
一
方
一
の
場
合

と
比
較
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
住
友
銀
行
、
信
託
、
生
命
の
所
謂
金
融
業

部
門
の
直
系
曾
枇
に
鈎
ナ
る
資
本
参
加
が
前
二
宥
よ
り
も
盗
め
て
著
し
い

こ
と
で
あ
り
、
木
枇
以
下
一
一
一
此
に
及
ん
で
い
ろ
。
と
の
鶏
氏
家
族
。
之

等
銀
行
、
信
託
、

F

生
命
に
封
一
1
0資
本
参
加
が
極
め
一
℃
大
ぎ
た
と
と
し
r
照

揺
す
る
の
で
あ
っ
て
、
住
友
財
閥
の
経
管
が
家
族
、
特
に
士
口
左
衛
門
の
個

人
的
支
田
の
下
に
極
皮
に
集
中
さ
れ
℃
い
た
事
賓
そ
物
語
る
も
の
に
外
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

安

田

財

閥

安
田
財
閥
の
太
一
位
は
謂
う
き
で
も
な
〈
安
阿
保
善
止
で
・
あ
る
。
一
一
一
井
、

一
一
一
菱
、
住
友
の
一
}
一
大
財
閥
本
批
が
口
日
華
事
箆
以
降
次
h

に
株
式
命
同
社
に
改

組
し
て
行
っ
た
の
に
封
し
て
、
安
田
保
善
批
は
従
来
の
八
一
口
資
府
間
祉
の
き
L

で
終
戦
を
迎
え
た
。
指
定
時
に
お
け
る
安
田
同
族
の
保
善
一
昨
(
資
本
金
一
一
一

。、

0
0
0
千
問
、
後
行
線
口
数
一
ニ

O
O
口
、
一
口
一

O
O
千
回
)
に
封

ず
る
家
族
投
資
は
出
資
金
額
合
計
二
七
、

0
0
0千
園
、
口
敏
合
計
二
七

O
口
で
総
額
の
九

O
%を
占
あ
て
い
た
。
そ
の
内
謬
は
第
二
二
表
に
一
ホ
ナ

如

く

で

あ

っ

た

。

唱

安
国
防
関
は
そ
の
成
立
の
頭
初
か
ら
議
楽
に
・
お
い
て
は
帝
間
仲
間
維
以
外

に
見
る
べ
き
も
の
を
持
た
ず
、
そ
の
事
業
の
主
カ
を
専
ら
金
融
業
に
注
い

だ
、
川
崎
、
組
湾
、
山
口
、
鴻
池
等
と
共
に
『
金
融
財
閥
』
と
し
て
の
穏

(
五
)

制
附
控
時
に
お
け
る
四
六
財
閥
の
資
本
支
配
の
賢
明
般
に
フ
い
て

あ
る
財
閥
で
あ
る
。
満
洲
事
饗
以
来
、
三
井
、
一
一
一
菱
、
住
友
の
三
大
対
閣

が
異
常
な
護
授
を
滋
げ
、
事
業
的
感
各
ー
を
法
っ
た
の
に
潤
し
て
、
一
石
岡
は

依
然
と
し
て
従
来
の
金
融
財
閥
の
域
を
院
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
り
で
あ

る
。
勿
論
安
田
財
閥
と
し
て
も
そ
の
問
、
遺
業
界
へ
の
進
出
の
た
め
の
努

力
を
し
な
か
っ
た
謂
で
は
な
い
の
で
あ
る
が

l
i。

終
戦
時
に
お
け
る
安
田
保
苔
此
の
直
系
〈
何
回
批
は
昭
和
一
一
の
年
九
凡
一
日

現
在
で
一
九
仕
る
つ
丹
沢
、
そ
り
内
、
臼
法
事
鑓
以
来
新
た
に
支
配
下
に

第
二
一
工
出

安
田
保
普
批
に
封
一
1
0家
族
投
資

家

族

名

〔
傍
考
〕

~~~~HH~~~~~~H 安

国

杭

令

七

出

てf主

1
1

片
岡
-

六、(〕口()

四、ニ
D
G

回
、
ニ
ロ
(
}

革
、

C
C
Q

Z

、回
C
口

二、回口(〕

一一、同
0
0

一、八口(〕
六口()

一号、
0
0
0

色

%
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安

第
二
一
一
一
表

偶
蹄
臨
時
に
お
け
る
回
大
財
関
の
資
本
文
郎
C
偏
見
態
に
つ
い
て

軍士
銀|

名

行|

金 l 事

同

四 大
垣
共
立
銀
行

間

銀

安安安中来来

国

信

回

主主

問

.Jk 

図

銭

洋

干号

v
h

康
徳
不
動
産

京

建

安寺甘

四

倉

関

幸裁

安
田
保
善
位
及
家
族
直
系
曾
枇
表
(
指
定
時
現
在
V

行-託命
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室
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口
口
(
出
一
0
0
・0

一、四九七、{)七五

、〔〕ト世間、{〕{)()

一、一中山一、(〕(〕()

一、聞きで.口口()

一}一匹、む
D
D

問、回口口、回二一品

一一、六五五、
-odo

日一七・一
-一ニ・九

八八・ロ 五・回

問、八四六

→= 

六一
1.
車六回

一六一一、車(〕()

七・七

一一品、七内向

日一一、
E

一九

プ色』

一七、一世

0

・0

一七向、()一七一

三九、革一一一点一

= -プミ

一一回・耳
]石・一

三(〕〔〕一一{〕
0

・0
一

]ゴ一・九

λ
λ

・C

一
七
回

一一品. 
2三

加
わ
っ
た
の
は
六
批
に
泊
ぎ
介

(
第
ご
三
表
の
内
X

印
C

も
の
〉
。

他
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ

り
た
。こ

の
直
系
一
九
批
は
指
定
時
現

在
に
お
い
て
第
一
一
一
一
}
一
表
に
一
木
寸
如

〈
、
司
公
稽
資
木
金
合
計
四
六
九
、

O
一
一
宏
千
圏
、
携
込
資
木
金
一
一
一
一

O

一
、
一
二
七
千
闘
の
内
、
安
白
銀

行
〔
公
総
本
金
一
七

O
、
0
0
0

千
肉
、
効
込
受
本
金
一

O
一一、七

0
0
千
回
)
、
帝
函
繊
維
〔
公
穣

安
本
金
一

0
0
、
0
0
0
千
圏
、

品
開
込
資
本
金
八
五
、
九
四
六
千
箇
)

の
二
一
昨
だ
け
が
資
木
金
一

O
O百

高
国
重
で
、
一

O
百
高
園
以
上
は

合
せ
て
九
枇
に
遁
ま
ず
、
既
成
大

財
閉
め
一
直
系
事
業
と
し
て
は
如
何

に
も
貧
弱
で
あ
っ
た
。
と
れ
を
事

業
別
に
見
た
内
謬
は
銀
行
一
二
、
信

託
一
、
保
険
一
一
、
計
六
位
の
金
融

に
封
し
て
運
職
一
一
、
不
動
議
一
一
、

倉
庫
一
、
製
溢
工
業
λ
、
計
一
一
一
一

七・七
同
・
凡-，.._ 

0

・0
回・〔晶



言来岡X 

X X X x 日 安
1f 来

高 日
可旨

洋 関 本 同
北谷 内 雄本 ピ

主む線無 燃機
製光

3、 紙 興
計 ト

銭 機 ン 業 業
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ト 保
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一
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〔
備
考
〕

「
資
料
」
十
二

l
「
安
田
保
義
社
傘
下
合
紙
一
覧
表
」
三
七
五
瓦
、
お
よ
び
三
七
六
頁
参
照
。

位
の
割
合
で
‘
あ
っ
た
。
保
養
批
お
よ
び
家
族
の
平
均
持
綜
率
は
こ
八
・
一

%
に
濯
し
℃
い
た
が
、
業
界
に
お
け
る
位
置
は
、
安
田
銀
行
、
同
信
託
、
帝

闇
繊
維
、
東
京
建
物
お
よ
び
小
形
な
が
ら
帝
園
ピ
ス
ト
ン
が
一
流
乃
至
は

そ
れ
に
一
泣
い
存
在
で
あ
っ
た
外
は
全
部
一
一
、
一
一
一
流
曾
位
で
・
あ
っ
た
。
世
間
界

を
代
表
す
る
起
こ
出
曾
祉
は
銀
行
を
除
い
て
は
一
一
拡
も
存
在
し
℃
い
な
か

っ
た
。
参
考
ま
で
に
右
の
金
融
穴
批
、
産
出
来
一
一
一
一
位
に
潤
し
て
保
韓
国
批
お

よ
び
そ
の
直
系
事
業
曾
批
が
相
互
に
所
有
す
る
株
式
上
の
支
配
闘
係
と
、

皐
に
保
普
枇
の
み
の
持
分
と
を
表
示
す
る
と
第
一
一
図
表
め
如
く
で
、
保
養

位
の
持
分
は
二
割
乃
至
二
一
割
七
分

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
安
田
系
金

睡
で
見
る
と
雨
者
共
に
宇
数
前
後

に
一
連
し
・
て
い
た
わ

J

で
あ
る
。

次
に
前
記
の
直
系
曾
此
中
、
安

田
銀
行
は
一
ご
此
(
肥
後
銀
行
、
昭

祭
典
業
、
丸
の
内
興
業
)
、
安
田
興

業
は
一
一
位
(
日
本
貴
化
燃
料
U
、
東

洋
汽
舶
は
一
位
(
米
子
法
制
問
所
)
、

日
木
光
機
は
一
位
〈
大
束
鍛
工
所
)

日
木
紙
業
は
六
一
瓜
(
士
口
林
製
紙
、

八
王
子
航
空
、
太
田
商
届
、
大
阪

紙
業
、
菱
和
尚
居
、
康
徳
紙
向
応
〉

ま
た
帝
園
鶴
維
は
一
一
一
此
ハ
来
京

第
二
図
表

保
養
此
お
よ
び
重
一
派
{
回
目
位
の
持
株

「
ー
ト
長
官
議
一
日
間
系
特

T
M引
日
制
輸
相
川
一

一
金
融
六
位
一

E
J
E一

七

一

ニ

ベ

一

三

一

霊

一

毛

一

一
産
業
一
一
ニ
位
一
回
、
=
一
司
一
一
¥
ェ
、
一
-
一
回
一
四
九
一
エ
ロ
一

「
来
洋
経
済
新
報
」
昭
和
二

O
年
一
一
月
て
一
下
日
、
第
二
一

九
八
時
加
『
三
百
八
参
照
。

〔
備
考
〕

相
附
陸
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
質
態
に
つ
い
て

一
七
五



解
樫
時
に
お
け
る
四
大
財
閥
の
安
本
文
部
の
繁
態
に
つ
い
て

製
廊
、
‘
中
華
9
ネ
ン
ヱ
業
、
近
江
織
物
、
日
本
警
防
器
、
上
回
銭
工
所
、

抑
制
竹
紡
織
、
新
興
化
問
中
、
南
海
靴
下
、
内
外
メ
η
ノ
ヤ
ス
、
錦
械
製
薬
、
共

盛
商
事
、
山
知
織
航
空
)
の
子
合
同
比
を
持
ち
、
そ
の
合
計
ほ
こ
四
位
で
あ
っ

た
。
と
A
U
V

業
種
別
は
金
融
一
、
詮
然
保
有
お
よ
び
不
動
管
管
理
一
一
、
商
事

豆
、
機
械
修
理
一
、
製
造
工
業
一
況
で
、
一
、
ご
の
例
外
や
除
け
ば
、
と

れ
か
ふ
又
一
蹴
す
る
親
食
訟
と
密
接
な
事
業
的
関
連
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
規
模
は
筆
頭
が
賢
太
金
七
百
高
簡
の
帝
戯
航
認
で
あ
る
か
ら
、
他
は

推
し
て
知
ら
れ
る
の
で
怠
る
。
な
お
右
に
翻
す
る
保
善
批
を
含
む
安
田
系

の
持
掠
均
古
学
と
保
養
批
の
み
の
悶
比
率
を
表
示
す
る
と
第
一
一
一
古
美
の
如

〈
、
安
円
系
の
持
株
傘
は
金
融
、
送
業
共
に
七
割
以
上
を
よ
口
氏
り
一
、
直
系
禽

位
以
上
に
そ
の
支
酎
カ
だ
け
ば
張
問
で
あ
っ
た
@

地
干
直
系
舎
一
政
に
封
ず
る
安
田
一
糸
持
株

一
司
引
刊
日
引
引
け
古
河
ι関細川九一

一ト

LIE-しド
L
一

〔傍
4
4
d

〕
「
来
哨
経
済
新
日
報
」
川
町
古

δ
年
一
一
月
一
七
日
、
第
一
一
一

九
八
銭
一
三
頁
参
照
。

第
二
五
表

金

需世

以
上
に
よ
力
安
田
の
一
段
系
お
よ
び
準
直
系
ん
首
位
は
金
融
、
特
に
本
来
の

銀
行
禁
止
ゲ
除
い
て
は
特
筆
ナ
ぺ
き
多
く
の
も
の
を
持
た
ぬ
と
と
が
朗
ら
か

に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
、
一
一
の
例
外
を
除
き
、
金
融
上
。
位
縫
確
保
・
の

一
七
六

た
め
掌
握
し
た
も
の
以
外
に
は
積
極
的
に
産
業
経
管
に
力
を
入
れ
な
か
っ

た
結
果
で
あ
っ
た
。
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二

七

表

る

よ

う

に

、

安

田

は

直

系

、

1
i
n
i
-
-

一

1

準
直
菜
食
位
以
外
に
投
資
合

一

合

枇

名

一

激

突

夢

二

i

同

ー

ー

十

J
川

ill--拡
を
も
ち
、
ま
た
傍
系
商
野

一
安
田
銀
行
一
一
口
一
、
八
五
八
一
財
閥
を
遁
じ
て
間
接
的
な
が

一
F

生
命
-
一
入
、
一
一
一
口
口
一

一

?

一

一

ち

器

薬

に

関

興

し

て

い

た

た

一
P

一
、
唾
弘
一
ニ
口
一
色
一

一

三

一

一

刊

の

右

の

記

述

か

ら

直

ち

に

結

一
F

倉

庫

一

二

八

口

二

一

一

一

論

を

下

?

と

と

は

註

だ

危

険

一
P

火

災

一

二

一

一

一

弓

一

F
i
j
i
-
-
一1
1

1

1

一
で
あ
る
が
、
明
観
的
に
ほ
一
一
一

圏

、

A

1

L

i

-

4

4

L

・1'〉
、
時

一ht
・-ド
1
i
i
じ
ド
ト

i
i
iト
い
じ
に
井
、
一
二
表
、
住
友
傘
下
の
金

〔傍
4
4
μ

「
来
洋
訳
峨
刊
新
報
」
昭
和
ニ
O
融
機
関
と
幾
分
兵
っ
た
性
格

年
一
一
万
一
七
日
、
第
一
一
一
九
人
を
有
じ
て
い
た
こ
と
は
推
察

務

一

三

五

多

民

。

ず

る

に

難

く

な

い

。

安
田
に
も
前
漣
の
直
系
、

準
直
系
金
泣
の
外
に
、
い
わ
ゆ
ろ
投
資
食
泣
が
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
昭
和

ご
O
年
九
月
一
日
目
在
七
E
此
で
あ
る
。
し
か
し
、
銀
行
ぞ
除
kp
コ
一
O
千

株
以
上
所
有
の
曾
批
は
第
二
人
表
の
如
く
二
八
位
で
、
そ
の
丙
曹
は
金
融

豆
、
選
轍
一
-
一
、
土
木
一
、
電
力
一
、
櫨
山
一
、
製
法
工
ぷ
一
豆
、
雑
コ
じ

ら
っ
た
。
そ
の
総
株
敬
一
一
一
一
、
七
O
O
千
株
に
封
し
て
安
田
系
持
株
は
一
一
一
、

一
七
七
千
株
で
丁
度
一
割
に
皆
つ
℃
い
た
。
と
の
内
、
滞
日
直
腕
粉
、
沖

電
気
、
日
本
理
化
エ
の
如
〈
一
三
=
一
戸
乃
至
三
一
%
も
保
有
し
て
い
た
も
の

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
卒
均
保
有
率
一
O
%
は
宣
孫
、
準
直
系
に
比
し
て
極

め
て
低
奉
C

い
ろ
ぺ
を
で
お
ら
ち
。
し
か
し
、
と
れ
ら
投
資
曾
世
に
は
、

保
普
一
昨
お
る
い
は
直
系
曾
批
で
資
本
の
一
部
を
所
有
し
、
ま
た
役
員
を
注

保
善
批
へ
の
融
資

解
盛
時
に
お
げ
る
図
式
財
閥
の
資
本
文
部
の
安
惑
に
つ
い
て

第
二
人
決
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〔
備
考
〕

一
七
七



第
一
一
九
表

解
時
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
祭
本
支
配
の
資
惑
に
つ
い
て

安
田
財
関
系
傘
下
合
同
仕
掛
込
資
本
金
ハ
指
定
時
現
在
U

保

養

砥

一

安

田

系

持

株

舎

一

院

J
l

恥
一
時
闘
い
品
回
目
強

会

、

1
1

問。
.
j

一
一
三
一
一
昌
一
一
宮
、
i
f
、
3

1

3
・1

一
三

闘し円一一一-』
U
直
戸
」

u
h

同

は

に

直

一

円

九

十

件

月

戊

ι「
同
庁
円
一
一

重

)

-

一

-

刈

い

一

一

一

一

一

豆

一

。

工

一

一

一

-

、

x

u

u
一

〕
ぺ
ご
一
団
陛
議
長
』
一
品

額

一

向

、

紙

時

い

晶

、

0038一
一

比

一

い

一

一

2
8、
。
回
一
一
は
一
一
一
平

一

級

維

工

業

ニ

室

、

宮

内

、

口

OD¥
一

入

・

一

三

ニ

需

品

開

300一
一

三

一

三

上
一
時
、
水
産
、
食
日
開

4
一回よ一一一一

L

一
斗

U
了
一
ニ
、
。
一

3
4

四

U
一
一

U

寸
ぺ
引

l
L目
£
割
引

E
U
D

コ4
1
1
J
U

J
割
引
引
っ
」-
J

」

JJJ11川
寸
!

よ|三Ib

一
七
八

っ
て
い
る
曾
一
匹
、
も
ふ
め
っ
た
。
そ

れ
ば
主
と
し
て
債
権
の
保
全
、

業
務
上
の
連
絡
、
乃
一
訟
は
資
木

的
援
助
の
理
由
を
多
く
出
て
い

た
か
っ
た
に
し
て
も
銀
行
資
本

と
蓋
業
資
木
の
融
合
の
端
緒
的

活
践
で
あ
る
こ
と
に
麓
り
は
な

い
の
で
あ
っ
て
、
持
株
容
の
多

い
沖
電
気
、
滞
日
直
跡
紡
、
日

木
理
化
工
業
の
如
く
問
中
な
る
投

資
曾
此
か
ら
安
田
置
示
曾
批
に

務
質
し
つ
LF手
め
る
愈
此
も
見
災

け
ら
れ
た
。
な
お
と
れ
ら
の
投

資
禽
批
中
に
は
日
本
鋼
管
、
昭

和
一
五
工
、
川
一
向
エ
菜
、
日
本
山
畑

エ
等
の
一
統
広
批
も
存
在
し
℃

い
た
。以

上
極
h

の
角
度
に
亙
つ
℃

見
た
安
田
川
財
閥
め
資
本
構
成
を

指
定
時
現
在
の
業
種
別
刷
算
定
に

よ
っ
て
総
合
す
名
な
ち
ば
、
第

二
九
表

i
!と
れ
は
接
続
的
に

保
善
社
あ
る
い
は
安
聞
界
持
株



一一一三一、六
8
1
0
0
0
一

子

昌

一

時

下

超

蜜

賠

生

産

の

軍

要

事

業

一

!

こ

一

ヱ
一
七
、
言
。
、
8

0

一
一
一
一
・
四
一
に
安
田
財
閥
は
金
融
資
木
闘
と

Z

E

C

d

宅、
0
0
0
一
点
・
2

し
て
φ
闘
奥
そ
行
っ
て
い
た
②

一

一

一

で

あ

る

。

と

の

貼

は

三

井

、

一

}

一

一一百円、
O
口口、(〕口()一

0

・同一

i
l十
l
i
l
i
-
-斗
十

し

菱

、

住

友

の

機

関

銀

行

が

戟

時

」

コ

グ

2
4
F寸

C
C
C
一
一
一
一
-
E

1
L
i
l
l
i
-
-一
「

|

中

、

農

業

と

の

結

合

を

よ

り

一

美一誠兄、五一一一回、
8

0

一
一

B
・C-

一
・
六
昨
日
緊
密
な
ら
し
あ
ざ
る
を
符
な

〈一)一(一一、
0
0
口、
0
0
0
)
一(一
D
0
・0
)
一

I
I
I
-
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

か
っ
た
と
と
の
一
つ
の
傍
読
と

「
資
料
」
一
一
ニ
1

1

「
一
O
財
関
系
統
別
各
持
株
台
祉
の
傘
下
合
祉
扮
込
資
本
金
調
」
間
三
一
千
106

間
三
四
瓦
、
し
て
許
償
ナ
る
と
と
も
出
旅
る

「
祭
料
」
一
四

i
「
一
O
財
閥
傘
下
合
一
川
梯
込
資
本
金
一
覧
表
」
四
六
九
頁
よ
目
作
成
し
た
。
(
〉
内
の
数
の
で
あ
る
。

字

は

在

外

分

を

表

わ

ず

。

お

金

制

比

率

は

在

内

分

の

比

率

で

あ

る

。

火

に

安

田

財

閥

の

一

特

色

は

陪
野
財
閥
と
特
に
問
官
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
と
で
あ
る
。
安
田
と
浅

野
と
の
関
係
は
初
代
替
次
郎
が
津
野
財
閥
の
初
代
総
一
郎
の
創
成
事
業
を

ふ
の
た
か
も
自
己
の
直
系
事
業
の
如
く
に
助
け
、
保
…
係
件
に
近
〈
出
資
・
あ
る

い
は
融
資
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
た
。
開
者
は
合
し
て
一
財
閣
を
形
成

し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
と
で
安
田
財
閥
が
浅
野
財
閥
に
到

し
て
幾
何
の
融
資
を
行
っ
て
い
た
か
で
あ
る
が
、
昭
和
二
O
年
九
月
一
日

現
在
の
資
扶
は
第
一
一
一
O
表
の
如
〈
で
ら
っ
た
。

即
ち
関
野
系
一
軍
批
の
繋
木
金
六
O
入
、
一
一
ニ
O
千
闘
に
鈎
し
、
安
田
銀

行
の
融
資
は
入
O
一
、
一
出
O
六
千
国
に
謹
し
、
総
貸
付
の
八
V
F
強
を
占
め

て
い
た
。
ま
た
そ
の
所
有
株
式
は
九
一
九
千
株
を
数
え
、
さ
ら
に
こ
れ
以

外
に
枇
債
を
一
寸
一
一
一
入
O
千
圏
持
っ
て
い
た
。
前
惑
の
如
く
、
安
田
自
盤

の
直
系
曾
卒
業
に
劃
す
る
安
田
銀
行
の
融
資
制
が
一
回
O
E
高
園
、
保
養
此

陸
'
運
業
一
三
コ
一
、
六
口
口
、
0
0
口
一
一
一
・
5

一・同一

海

運

業

一

一

一

一

七

、

z
o
q
S
E
E
-主
一
入
一

土
地
、
建
物
、
倉
庫
整
一
三
一
一
一
c
、百七、
c
c
c
十
六
ゑ
一
千
一
一

一
〔
一
区
ハ
一
、
ュ
足
。
、
(
)
D
O
U
一(一一
0

・0
U
一

一

衛
事
、
貿
易
業
一
!
一

l
一

1
一

一

十
一
六
一
き
、
七
四
七
、
D
D
O
一
一
一
一
・
八
一
口
・
宝

言
一
合
〉
一
円
一
、
一
一
き
、
D
O
G
Y

〔一一
0

・
3
一

一

一
一
一
八
一
四
七
回
、
克
一
、
D
C
C
一
一
D
0
・0
一
一
-z

。。一(点、一一足。、

g
e一
2

0

・0
U
一

一

そむ1ill 

11、

食

低

別

総

計

〔
備
考
〕

会
一
位
ハ
沖
電
気
詮
券
お
よ
び
沖
電
気
の
ニ
低
)
の
投
資
合
此
中
、
持
株
容

も
し
く
は
梯
込
傘
一
O
%
以
上
の
も
の
を
傘
下
府
四
位
と
一
右
倣
し
て
そ
の
挽

込
資
木
金
を
集
計
し
た
、
.
も
の
で
あ
る
ー
ー
に
見
る
如
〈
、
全
国
曾
位
携
込

資
木
金
一
一
二
一
、
一
ご
七
九
百
寓
闘
に
謝
し
て
、
安
田
保
普
此
お
よ
び
安
田
宗

持
株
曾
泣
傘
下
の
そ
れ
は
約
一
・
百
d
p
を
占
め
て
い
た
。
調
全
閣
比
率
に

お
け
る
銀
行
の
一
九
・
二
%
、
信
託
の
一
入
・
一
一
一
%
は
特
に
注
目
に
値
す

る
が
、
繊
維
工
業
の
六
・
七

μ
お
よ
び
機
械
器
具
工
莱
の
一
・
一
一
一
K
Y
K
安

田
財
関
傘
下
に
お
け
る
比
傘
と
い
う
意
味
に
お
い
て
留
意
さ
る
べ
を
で
あ

る
。
即
ち
保
護
此
傘
下
食
批
別
の
梯
込
資
本
金
綿
計
中
に
占
治
る
比
率
に

お
い
て
、
金
融
茶
の
四
一
一
了
六
%
は
一
躍
別
と
し
て
、
帝
圏
繊
維
を
中
心

と
す
る
鶴
維
エ
諜
は
↓
七
・
九
ゲ
戸
、
機
械
総
具
工
諮
は
一
六
・
五
%
と
毅

相
附
凪
臨
時
に
お
け
る
岡
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
賃
態
に
つ
い
て

"'"ー司一角. . . 
ー- J、区"'.一一

0

・一
口・七

一
七
九



細
川
盛
時
に
お
け
る
四
大
財
閥
の
安
本
支
配
の
資
惑
に
つ
い
C
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表「

来
洋
経
済
新
報
」
昭
和
一
一

O
年
一
一
月
一
七
日
、
修
一
一
一
九

八
毅
一
四
頁
参
照
。

に
釘
寸
る
傘
下
金
融
機
関
の
融
資
が
一
一
五
百
護
国
で
あ
っ
た
の
に
照
し

て
、
如
何
に
察
、
同
財
閥
ー
に
浅
野
財
閥
と
の
関
係
が
不
ば
分
離
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ピ
到
ら
の
で
φ

める。

〔
備
考
〕

ち<

一入

O

月
六
)

す

て広

む

以
上
で
大
段
、
終
斡
時
乃
至
指
定
時
に
お
け
る
二
一
井
、
三
菱
、
住
友
、

安
田
φ
四
大
財
闘
の
各
h

に
つ
い
て
貸
木
規
模
と
そ
の
支
面
構
造
心
賀
践

を
見
た
の
で
・
あ
る
応
、
最
後
に
一
爆
の
結
論
な
つ
け
る
意
味
に
お
い
て
、

こ
れ
ち
回
大
財
開
会
館
が
指
定
時
に
お
い
て
果
し
て
幾
何
の
資
木
規
模
を

以
て
日
中
小
経
済
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
か
が
}
傘
下
曾
此
梯
込
資
本
金
総
額

〔
十
枠
内
分
)
の
封
全
国
比
率
に
つ
い
℃
見
れ
ば
第
一
}
一
一
決
の
如
〈
で
ふ
っ

た。
部
ち
回
大
財
閥
傘
下
合
社
挽
込
資
本
金
の
総
計
は
七
、
九
一
一

O
一
日
高
聞

と
金
麗
挽
込
氏
本
企
紹
川
仙
の
約
四
分
の
一
を
占
ゐ
て
い
た
。
こ
れ
を
各
財

閥
別
に
見
れ
ば
、
一
-
一
井
が
九
・
四

μ
、
一
一
一
表
が
入
・
一
二
日
戸
、
住
友
が
五
・

一一

μ
、
安
田
が
一
・
六
%
の
股
で
あ
り
、
一
一
一
弁
、
一
二
麦
、
住
友
の
一
二
大
財

闘
で
約
二
三
%
を
占
め
、
安
田
財
閥
の
比
容
は
極
あ
℃
低
か
っ
た
。
併
し

乍
ら
之
を
部
門
別
に
え
る
と
、

世
間
闘
を
占
め
、
一
一
一
井
、
一
一
一
菱
が
夫
h
、
一
六
九
百
高
圏
、
一
五
九
百
諸
国

で
と
れ
に
績
き
、
住
友
が
六
笠
宮
高
園
で
最
下
位
に
落
ち
て
い
た
が
、
日

大
財
閣
全
盟
で
は
ム
ハ

C
四
百
高
閣
で
全
閣
北
市
中
四
九
・
七
ザ
戸
空
官
持
率
を
一
万

し
て
い
た
。
重
工
業
部
門
で
は
一
一
一
弁
、
一
一
一
菱
、
住
友
、
安
田
の
慌
で
、
そ

の
総
計
は
豆
、
六
四
九
百
寓
闘
で
全
国
総
額
の
約
一
二
分
の
一
を
占
め
、
軽

工
諜
部
門
で
は
三
弁
、
安
田
、
一
一
一
麦
、
住
友
の
順
で
、
組
計
四
九
一
一
一
一
日
高

圏
、
会
図
比
府
中
一

0
・
七
M
F
、
そ
の
他
部
門
で
は
一
一
一
菜
、
一
一
一
井
、
住
友
、

安
田
の
臓
で
、
そ
の
綿
計
は
一
、
一
七
四
百
寓
圏
、
会
関
比
府
中
は
一
二
・
九



%

で

あ

っ

た

@

¥

さ
ら
に
各
業
担
別
に
回
大
財
閥
全
陸
の
針
金
国
比
卒
V
L

占
め
ろ
割
合
を

見
る
と
、
最
高
は
信
託
業
の
八
王
・
四
M
P
、
次
一
に
海
運
業
の
六

0
・
人
M
F

保
険
議
の
五
一
・
二
%
と
い
づ
れ
も
壬
割
以
上
を
占
め
℃
い
た
。
と
れ
に

撞
い
て
全
国
比
窄
一
一
O
%
以
上
を
占
必
る
業
種
は
、
銀
行
業
の
四
八
・

o

v
p
、
機
械
器
具
工
業
の
四
六
・
二
%
、
化
的
削
工
禁
の
一
一
二
・
四
戸
、
窯
莱

の
一
一
入
・
悶
%
、
錆
韻
議
の
一
一
入
・
一
一
一
%
、
金
属
工
業
の
二
六
・
四
ぱ
戸
、

土
地
、
建
動
、
倉
庵
議
の
ご
一
一
・
七
%
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
金
融
来
お

よ
び
重
工
業
両
部
門
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
た
ら
な
い
。

二
O
M
F
未
満
の
業
穫
は
繊
維
工
業
の
一
七
・
四
%
、
商
事
、
貿
易
黙
の
一

一
一
了
六
%
が
目
立
ち
、
他
は
一
O
%
以
下
で
あ
り
た
。

た
お
回
大
財
閥
傘
下
合
此
携
込
資
木
金
の
在
内
分
総
額
は
前
述
せ
る
如

〈
、
七
、
九
二
O
百
高
閣
で
あ
り
た
が
、
そ
の
在
外
分
は
一
二
一
問
、
一

O
九
千
固
で
あ
っ
て
、
乙
れ
を
在
内
分
に
加
え
る
な
ら
ば
、
回
大
財
閥
傘

下
食
此
梯
込
資
本
金
の
総
計
は
震
に
九
、
O
一
二
回
、
九
六
八
千
回
を
数
え
た

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
資
木
鈎
棋
が
如
何
に
大
き
な
、
も
の
で
あ
り
た
か
Y
窺

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
資
料
『
日
本
財
閥
と
そ
の
解
鐙
』
の
紹
介
を
粂
ね
℃
の
、
解
臨

時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
官
躍
に
闘
す
る
拙
論
を
絡
る
欝
で

あ
る
が
、
開
閥
抗
車
ナ
る
に
償
っ
て
一
言
附
記
し
た
い
と
と
が
ふ
の
る
。
ぞ
れ
は

と
の
新
『
資
料
』
は
持
株
曾
位
整
理
委
員
曾
が
そ
の
財
閥
解
儲
諜
務
上
菟

発
し
得
た
日
木
財
閥
に
闘
す
る
纂
礎
的
諮
数
与
な
基
本
と
し
て
一
躍
そ
れ

を
集
計
、
分
類
し
た
、
謂
わ
ば
基
礎
資
料
で
あ
り
て
、
決
し
℃
日
本
財
嗣

併
陸
時
に
給
げ
る
回
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
質
態
に
つ
い
て

の
本
質
な
り
現
象
形
態
な
り
に
つ
い
て
決
定
的
な
結
論
を
典
え
る
、
も
の
で

は
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
リ
て
れ
ば
勢
h

、
解
ー
臨
時
と
い
う
一
時
刻
に

お
い
七
日
本
財
閥
が
資
本
的
に
如
何
な
る
規
模
を
も
ち
、
如
何
な
る
資
本

構
造
そ
構
築
し
て
い
た
か
の
一
断
面
闘
を
吾
h

に
示
し
て
呉
れ
る
に
由
ぎ

な
い
の
で
あ
る

Q

併
し
そ
れ
だ
か
ら
と
去
っ
て
、
此
②
『
資
料
』
が
無
償

値
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
嘗
っ
て
こ
の
園
で
は
、
財
閥
の
資
木
構
迭
に

つ
い
て
の
一
時
賠
に
お
け
る
一
断
面
闘
す
ら
歪
確
に
は
掛
か
れ
た
こ
と
ほ

た
か
り
た
。
ぞ
れ
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
『
日
本
財
悶
と
そ
の
解

睦
l
資
料

i
』
一
曹
は
匹
に
白
木
財
閥
の
研
究
費
料
と
し
て
費
期
的
な
窓
、

誌
を
も
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
の
貴
重
な
『
資
料
』
を
踊
纂
刊
行
さ
れ
た
持

株
整
理
器
呉
曾
の
努
力
は
高
ぐ
許
侵
さ
る
ぺ
念
で
あ
る
。
唯
、
筆
潜
個
人

の
意
見
と
し
て
は
、
語
読
貸
料
の
国
列
の
方
法
、
乃
至
は
集
計
、
好
類
の
方

式
、
財
閥
資
料
に
封
比
ナ
ベ
き
一
全
園
統
計
の
利
用
等
に

rv以
上
の
主
去

を
凝
ら
し
、
分
析
を
摂
め
て
、
誌
礎
灸
料
で
は
・
な
く
、
出
叩
成
さ
れ
た
資
料

と
し
「
し
接
表
さ
れ
た
た
ら
ば
、
そ
の
侵
値
は
さ
ら
に
大
き
〈
許
便
さ
れ
た

で
あ
ら
う
と
考
え
る

Q

な
お
筆
出
荷
が
と
の
紹
介
を
書
く
に
お
り
七
、
本
『
受
料
』
に
援
し
た
限

り
に
お
い
て
、
笛
h

の
数
学
な
ら
び
に
そ
の
集
計
に
多
く
の
誤
栢
と
思
わ

れ
る
箇
貯
を
見
出
し
た
。
若
し
将
来
望
み
何
日
る
な
ら
ば
、
誤
植
を
訂
正
し

て
、
第
全
な
も
め
を
一
再
刊
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
み
め
る
。

j¥、
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〔
備
考
〕

「
論
貸
料
」
一
円
!
「
一

O
財
閥
傘
下
舎
一
昨
排
込
古
資
本
会
一
費
表
」
四
六
八
一
久
品
川
伊
一
版
。

一一一、

8
0
一

言、喜一

五
口
三
一
四
一

一
・
六
一

一一回・五

木
「
資
料
」
の
紹
介
に
際
し
て
は
、
持
株
命
日
批
整
理
委
員
食
調
査
部
に
お
い
て
泊
去
一
}
一
年
間
直
接
木
「
資
料
」
の
編
纂
に
専
心
さ
れ
た
畏

〔
後
記
〕

友
山
口
一
夫
氏
よ
り
数
h

の
御
数
一
訴
を
賜
っ
た
。
舷
に
銘
記
し
て
厚
ぐ
謝
窓
を
表
す
る
・
次
第
で
・
あ
る
。

、

解
燈
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
資
本
文
臨
む
賛
態
に
つ
い
て

(
一
九
玄
一
、
一
、一八一一一
一
一
主
)




